
2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 1 演習

2 講義・演習 2 講義・演習

3 講義・演習 3 講義・演習

4 講義・演習 4 講義・演習

5 講義・演習 5 講義・演習

6 講義・演習 6 講義・演習

7 講義・演習 7 講義・演習

8 講義・演習 8 講義・演習

9 講義・演習 9 講義・演習

10 講義・演習 10 講義・演習

11 講義・演習 11 講義・演習

12 講義・演習 12 講義・演習

13 講義・演習 13 講義・演習

14 講義・演習 14 講義・演習

15 講義・演習 15 講義・演習

授業科目名 トリミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 グルーミング理論Ⅰ
開講年度 1

開講期間 通年

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 theory og grooming
授業形態

講師名

実務経験概要
ノースウェルチャコにて勤務

ドッグショー業界で活躍

授業の概要・目的

トリマーになるための基礎知識をにつける。犬種ごとのトリミングを理解する理論と実習を関連付ける。

2

犬種に合わせたグルーミングでの対応ができるようになる

授業計画

導入教育グルーミングの各作業の内容

骨格のしくみと犬の取り扱い。ズーノーシス

プードルのスタイルテディベアカットの理解

プードルの顔カットのバリエーション

内容 内容

ドールでの犬のブラッシング基礎の取得(1体目ドー
ル）

中短毛、長毛種犬の足の形つくりを理解する

ポメラニアンのベーシックカットについて理解する

長毛種のはさみで仕上げるショートカット

ドールのブラッシング２体目

イラストでのプードルスタンダードに基づいた形作り

犬種学・スタンダード

プードルのスタンダードを理解する

プードルのスタイルケネルクリップを理解する

2体目のドールブラッシング最終仕上げ

ドールコンテストに向けての復習

ドッグショー見学に向けた他犬種のスタンダードの理解

グルーミングドールでのケネルクリップの理解

グルーミングドールでのケネルクリップの理解

ポメラニアンをくまさん風に作る　サマーカットを理解

ドールコンテストに向けてのケネルの復習・仕上げ

ドールコンテスト

リボン付け大会

長毛種の顔のカット

クリッパーによるサマーカットを理解する

前期のまとめ　筆記試験

B級検定実技試験にむけての対策

B級検定実技試験にむけての復習

B級実技試験　1人1頭　110分ベーシック　後期筆記試験

準備学習・時間外学習 授業中適宜課題を与える

教科書・テキスト グルーミング理論テキスト・プリント

前期学習内容の総括を行う 1年間の総括

参考書 なし

評価方法・基準 試験と出席日数に基づく

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 ペットビジネス 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 ドッグカフェ演習
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Animal Café Merchandise
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
ペット栄養管理士資格保有し、犬の手作りごはんやお菓子の通販、メニュー監修、セミナー講師を担当。
犬と泊まれるゲストハウスを経営。Petit bonheur主宰

授業の概要・目的

ドッグカフェを運営するためのノウハウを基礎から学ぶ。犬の為の栄養学、手作り食の実習、メニュー作り。

授業の到達目標

授業計画

犬用クッキー

犬用マフィンとむしパン

犬用キッシュ

ワンバーガーとランチボックス

ビスコッティ

ハーブクッキー、キャロットケーキ

夏バテ防止のゼリー

スウィートポテト

ハロウィンのパンプキンメニュー

ワンロールケーキ

ワンコXmasデコレーションケーキ

お節fordog

バレンタインメニュー

犬用デコレーションケーキ

犬・・・じゃがいもの恵方まき
人・・・いちごのロールケーキ

準備学習・時間外学習

教科書・テキスト プリント

参考書

評価方法・基準 オリジナルレシピノート、講義内態度、出欠

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 トリミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 トリミング演習Ⅰ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Grooming Ⅰ
授業形態 6

内容 内容

講師名

実務経験概要 専門学校卒業後、サロン、動物病院にて勤務

授業の概要・目的

トリマーになるための基礎知識を身につける。多くの犬種のトリミングの違いなどを理解する。

授業の到達目標

それぞれの犬種に合わせたグルーミングを工夫しながら対応できるようになる。

授業計画

導入教育　グルーミングの各作業と内容　実習への手
順を理解する

プードルのテディベアカットの理解する

骨格の理解、保定の仕方を学ぶ プードルの顔カットバリエーション（アフロ・ムースタッシュ）

クリッピングの基本、刈る場所　必要性など知識を理解
する

長毛種のはさみ仕上げを理解する

中短毛種、長毛種の足回りの形づくりを理解する グルーミングドールブラッシング（2体目）

ポメラニアンのベーシックカットについて理解する ポメラニアンライオンカット・柴犬カット

プードルのスタンダード、各部名称　トリミングの分類を
理解する

プードルのフラットパターンを理解する

プードルのベーシッククリップの方法を理解する プードルのコンプレックスパターンを理解する

プードルのカット時の荒刈りの手順と必要性を理解す
る

グルーミングドールでリボンをつける練習

グルーミングドールでのケネルクリップ理解 ドールコンテスト前のケネル練習

グルーミングドールでのケネルクリップ理解② ドールコンテスト前のケネル練習（仕上げ）

ポメラニアンのクマさんカットを理解する ドールコンテスト前のケネル復習（仕上げ）

長毛種、顔カット、ヨーキーの耳バリカンの理解する B級実技試験に向けての対策

スピードトリムを理解する B級実技試験に向けて復習

模擬検定 B級実技試験一人一頭110分で試験

B級筆記 後期学習内容の総括

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える

教科書・テキスト グルーミングテキスト

参考書 なし

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験100％とする

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 演習 28 講義・演習

14 演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 IT 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 コンピュータ基礎演習Ⅰ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Computer I
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
大学、専門学校での情報リテラシー授業・MOS対策講座、企業での応用研修など講師・非常勤講師としてOffice全般を担当、その他企業のホー
ムページ作成・メンテナンス及びホームページのサーバー移行・メールアドレスの設定など

授業の概要・目的

コンピュータ演習Iでは、Word・Excelの基礎から応用機能までを学習し、Wordを活用したビジネス文書やレポート、チラシなどの作成、Excelを活用した表やグラフの作成、データ
ベース機能を使用しての並べ替えや抽出など実務で役立つ操作・書類作成の習得を授業の目的としている

授業の到達目標

・Wordの各機能を理解し、目的に応じて効率よく文書を作成、表や図、画像などを取り込んだ文書が作成できる
・Excelの各機能を理解し、目的に応じて表やグラフを効率的に作成、また相対参照・絶対参照の違いを理解し、関数を使用した計算式の入力ができる

授業計画

ITリテラシー
ITを利用する上での必要な知識やマナーを理解する

第1章 Excelの基本操作
Excelの基本画面構成の確認、データ入力の基本操作

コンピュータ基礎知識
パソコンを利用する上で必須となるフォルダー・ファイル管理や
officeの概要について理解する。使用データのdownload

第2章　数式の作成（復習問題実施）
四則演算や基本の関数、絶対参照と相対参照の違いを理解し、活用
できるようにする

第１章　Wordの基本操作
文字入力（タイピング練習）Word画面構成の確認及び文書入力練習
と保存

第3章　表の編集（復習問題実施）
表の編集。シートの操作やデータの書式設定が自在にできるように
なり、効率よく見栄えのいい表を作成できるようになる

第2章　文書の編集①
基本的な文書の作成、編集機能を理解し、効率よく文書作成ができ
るようにする

第4章　グラフ作成①
目的に応じたグラフを理解し、作成・編集ができるようにする

第2章　文書の編集②
基本的な文書の作成編集機能の復習及び白紙の状態から文書の
作成が完成できるようにする

第4章　グラフ作成②
複合グラフとはどのようなときに作成するのかを理解し活用できるよ
うにする

第3章　表現力のある文書作成
ワードアートや写真や図の挿入などを学習し、表現力のある文書の
作成ができるようにする

第5章　印刷
実務で役立つ印刷設定や、印刷時の注意事項など理解、操作できる
ようにする

第4章　図形の応用
図形描画機能、ページ区切りなどを学習し、わかりやすい案内文書
の作成ができるようにする

Excel練習問題
練習問題を通じて、これまでの操作、知識の理解度を確認する

Word練習問題作成
練習問題を通じて、これまでの操作・知識の理解度を確認する

第6章 ワークシートの操作
ワークシートのグループ化・３D集計、ウィンドウ枠の固定・分割・整列
などのウィンドウ操作のメリットを理解、活用できるようにする

第5章　表の作成
表の構成要素を理解し、基本となる表の作成、行列の挿入・削除、
サイズ変更などの編集を行い適切な表を作成できるようにする

第7章　いろいろな関数
実務（ビジネスシーン）で使用される関数の操作手順を理解し、活用
できるようにする

第6章　Wordの便利な機能
タブとリーダー、スタイルの適用・更新、ページ罫線など応用的な文
書編集機能を理解、見栄えの良い文書の作成ができるようにする

第8章　データベース機能
データの並べ替えや抽出などデータ分析機能を理解し、ビジネス
シーンで活用できるようにする

第７章　SmartArtグラフィック
目的に応じたSmartArtグラフィックの操作を理解し、情報を視覚的に
表現した分りやすくデザイン性のある文書作成をする

第9章　Excelの便利な機能
表をテーブルに変換、スパークラインやゴールシークなど操作の手順
を理解し、活用できるようにする

第8章　文書をサポートする機能
文書に表紙や目次設定し、文書を見栄えよくレイアウトするクイック
パーツ機能を理解し、実務的な文書の作成ができるようにする

第10章　Excelの活用
図や図形・SmartArtグラフィック・テーマの設定を学習し、見栄えのよ
い資料作成ができるようにする

課題前練習問題作成
練習問題を通じて、これまでの操作の復習、知識の理解度を確認す
る

課題前練習問題作成
練習問題を通じて、これまでの操作の復習、知識の理解度の確認を
行う

課題作成
課題作成を通じて、知識の定着を確認する

課題作成
課題作成を通じ、これまでの操作・知識の定着を確認する

前期学習内容の振り返りを行う 後期学習内容の振り返りを行う

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。授業で学習した機能・操作方法を復習する

教科書・テキスト 滋慶出版　Word（office365＆2024）Excel（office365＆2024）

参考書 なし

評価方法・基準
評価の割合は以下の通りとし、最高評価点を100とする
実技試験50％、出席点：20％、平常点30％（授業内での復習問題・練習問題の提出、授業態度）

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 アニマルトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 アニマルトレーニング
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Animal Training
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要 Dg as Friends & Healers(出張訓練、AAI活動)

授業の概要・目的

犬具、犬のトレーニングにおける基本動作(アイコンタクト、お座り、フセ、マテ、立ってマテ、ヒール、おいで)、犬のボディランゲージ、グルーミングを学習し、犬の飼育経験に関わ
らず家庭犬のトレーニング知識、技術を習得する。
また、実習犬１頭に対し４～５名のチームで担当することによりチーム内での協力、コミュニケーションの重要性を学ぶ。※ 後期では犬の運動会の種目を各チームが１種目担当
し発表を行う。

授業の到達目標

・愛犬、実習犬をトレーニングすることができる。
・基本動作(アイコンタクト、お座り、フセ、マテ、立ってマテ、おいで、ヒール)
・エンリッチメント的関り(トリック、知育トイ)
・グルーミング／ケア(ブラッシング、爪切り、歯磨き、耳掃除、服・靴の着脱)

授業計画

自己紹介、講義の進め方、内容説明、デモ、班・担当犬を決める、リードの
持ち方・リードの持ち方リレー

後期の内容説明、班決め、ゲーム①(おにぎり神経衰弱)

陽性・陰性強化とは－動物福祉及び環境エンリッチメントとは　　　　　　　犬
具紹介、おやつのあげ方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　説
明・実践：アイコンタクト、お座り、マテ、マグネットタッチ

学生主催(おにぎり神経衰弱)

実践：アイコンタクト、お座り、マテ、マグネットタッチ ゲーム②コマンドリレー

①安原復習－前回の復習＋フセ、おいで 学生主催コマンドリレー

発達過程における社会化の重要性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前
回までの復習(アイコンタクト、お座り、マテ、マグネットタッチ、フセ、おいで)

ゲーム③障害物競争

前回までの復習(アイコンタクト、お座り、マテ、マグネットタッチ、フセ、おい
で)

学生主催障害物競争

復習－小テスト(ロープレ：犬の基本動作をトレーナーとして説明しながらデ
モを行う)

ゲーム④おやつ探し

ボディランゲージ(ストレスサイン、カーミングシグナル、リアクティブドッグ)
復習＋マットトレーニング

学生主催おやつ探し

②安原－復習 ゲーム⑤椅子取りゲーム

夏の注意点：花火、旅行、熱中症 学生主催椅子取りゲーム

③安原－復習 ゲーム⑥だるまさんが転んだ

実技発表のリハーサル 学生主催だるまさんが転んだ

実技発表 実技発表（１）おにぎり神経衰弱、コマンドリレー、おやつ探し

前期講義内容の確認 実技発表（２）おやつ探し、椅子取りゲーム、だるさんが転んだ

振返り(講評、解説) 振返り(講評、解説)

準備学習・時間外学習 講義後のレジュメの確認、復習。各自、講義中の必要事項はノートにまとめる。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 筆記 及び 実技（プランニングレポート、発表）試験を実施し、併せて１００点満点とする。評価は出席率、リーダーシップ、協調性などを加味し総合的に行う。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

授業科目名 看護・繁殖 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 食餌と栄養
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Diet and Nutrition for Animals
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
動物看護福祉学科を卒業のち、動物病院にて愛玩動物看護師として、犬猫の一般診療補助に従事、現在は診療補助の他に、動物病院にて飼
い主様からの食餌相談を中心に小動物臨床に関わる

授業の概要・目的

伴侶動物（ペット）が健康に過ごすために、食事の管理は欠かせない要素である。昨今様々な種類のペットフードの他、手作り食など選択肢が多い。その中で各個体、ライフス
テージにあった食餌を選び、健康管理をするには犬・猫のフードおよび栄養、身体構造、疾患の知識が必要となる。本講義では、犬および猫の食餌管理に必要な栄養学の基礎
知識を理解し、適切な食餌の選択、飼い主への指導の方法について学ぶ												
												
												
												
												

授業の到達目標

健康状態、ライフステージにあった食餌選択ができる。また選択した食餌に対して明確な理由を持って適切に飼い主様へアドバイスをすることができる。

授業計画

～栄養学基礎　６大栄養素について～
身体を構成する６大栄養素の特徴を理解する

～犬猫の食性、嗜好性について～
犬猫の食性、嗜好性の特徴を理解する

～ライフステージ別食餌管理　若齢動物、高齢動物～
若齢動物、高齢動物に適したフードの特徴を理解する

～ライフステージ別食餌管理　幼齢動物、母動物～
幼齢動物、母動物に適したフードの特徴を理解する

～ペットフードの関連法規、分類～
市場で扱われているペットフードの特徴を理解する

～市販フードと手作り食の違い～
市販フード、手作り食の特徴を理解する

～犬猫に与えてはいけない食材～
私生活内で犬猫に与えていけない食材について理解する

～皮膚疾患、食事アレルギーの動物の食餌管理～
皮膚疾患、食事アレルギーのある動物に適切な食事を選択できる

～体型チェックの方法、必須カロリーの計算方法～
犬猫のBCSの計測、食事のカロリー計算ができる

～必須カロリーの計算、肥満動物の食餌管理～
肥満動物の食餌量の決定、適切な食事内容の選択ができる

～尿疾患・腎臓疾患、心臓疾患の際の食餌管理～
各疾患の際に適切な食餌を選択する事ができる

～糖尿病、消化器疾患、腫瘍疾患の際の食餌管理～
各疾患の際に適切な食事を選択することができる

～医療面接　飼い主様へのアドバイス～
１回から１２回の内容を用いて飼い主様への食餌の提案を適切に行
う事が出来る

～学習内容の総括～
１回から１３回の授業内容を理解度を確認し犬猫の食餌についての
正しい情報を発信できる

～振り返り～
１回から１３回の授業内容を理解度を確認し犬猫の食餌についての
正しい情報を発信できる

準備学習・時間外学習 参考書、授業内の課題ををもとに事前学習をする　配布資料をもとに復習をする（適宜確認を行う）

教科書・テキスト 一般社団法人日本ペット栄養学会　編　ペット栄養管理学テキストブック

参考書 一般社団法人日本ペット栄養学会　編　ペット栄養管理学テキストブック

評価方法・基準 筆記試験（70％）、出席率（20％）、小テスト（10％）、授業態度の合計点で最高得点数100とする

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

授業科目名 アニマルヘルスケア 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 動物の健康管理
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Animals Health Care
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要 産業動物からペット診療に携わり、大阪市阿倍野区にて２５年以上動物開業獣医師として動物病院を運営

授業の概要・目的

動物の体を知ることで、最適な飼養管理についてはもとより適格な健康チェックが可能となり安全安心な業務が行える。

授業の到達目標

一般の飼い主さんの知る動物の体や健康についての知識を基本とし、それより少しでも広く深い知識を修得する。

授業計画

病原性微生物について理解する

ワクチンのこと（理論と実際）について理解する

狂犬病についてて理解する

発生から成長期～生涯のことについて理解する

消化器官の疾患について理解する

呼吸器官の疾患について理解する

循環器官の疾患（フィラリア含む）について理解する

泌尿器官・生殖器官の疾患（去勢、避妊含む）について理解する

運動器官の疾患　神経・内分泌器官の疾患について理解する

皮膚器官の疾患について理解する

眼・耳鼻器官の疾患について理解する

歯牙疾患　投薬などのことについて理解する

後期まとめ

後期総括、後期振り返り

後期振り返り

準備学習・時間外学習 適宜授業内で与える

教科書・テキスト 動物の体のしくみ

参考書 なし

評価方法・基準 筆記テスト

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

授業科目名 アニマルヘルスケア 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 動物の体のしくみ
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Anatomy　and Phisiology of Animals
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要 産業動物からペット診療に携わり、大阪市阿倍野区にて２５年以上動物開業獣医師として動物病院を運営

授業の概要・目的

動物の体を知ることで、最適な飼養管理についてはもとより適格な健康チェックが可能となり安全安心な業務が行える。

授業の到達目標

一般の飼い主さんの知る動物の体や健康についての知識を基本とし、それより少しでも広く深い知識を修得する。

授業計画

ガイダンスと身体の概要を知る

消化器官（栄養学含む）について理解する

呼吸器官について理解する

循環器官について理解する

泌尿器官について理解する

生殖器官（繁殖含む）について理解する

運動期間について理解する

神経・内分泌尿器官について理解する

皮膚器官について理解する

眼器官について理解する

耳鼻器について理解する

歯牙器について理解する

前期のまとめ

前期総括、前期振り返り

前期振り返り

準備学習・時間外学習 適宜授業内で与える

教科書・テキスト 動物の体のしくみ

参考書 なし

評価方法・基準 筆記テスト

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

授業科目名 イベント研究 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 オープンキャンパス
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Open　Campus
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要 なし

授業の概要・目的

毎年1回開催される学園祭を通じ、企画、運営、予算管理を体験するとともに、人と協力して作業することの大切さを学びます。

授業の到達目標

イベントにおける企画や運営について説明できるようになる。簡単な予算管理ができるようになる。イベント運営を通じて他人との協調性を高める。

授業計画

オープンキャンパスとは？
オープンキャンパスの目的意義を学ぶ

企画会議①
グループワークでそれぞれ企画を立案し、企画書を作成する

企画会議②
各グループでプレゼンし、テーマを決める

運営会議①
役割分担・スケジュールを決め、運営委員中心に実行する

運営会議②
事前の準備や予算管理方法を学ぶ

実施準備
制作物の作成①

実施準備
制作物の作成②

実施準備
接遇のトレーニング

実施準備
装飾デザインを学ぶ

実施前日準備
救急代作・避難経路の確認など安全対策を学ぶ

イベント日①
1日目　実施と反省

イベント日②
2日目　実施と反省

後片付け
アンケート集計

振り返り
アンケート結果によりイベントの振り返りと反省会

総括
次年度の申送り書作成

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率50%、レポート課題50%）。

成績評価 合格の場合、成績評価はSとする。



2026 配当年次

演習 単位数

回 形態 回 形態

1 演習

2 演習

3 演習

4 演習

5 演習

6 演習

7 演習

8 演習

9 演習

10 演習

11 演習

12 演習

13 演習

14 演習

15 演習

授業科目名 イベント研究 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 スポーツフェスタ
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Sports Festa
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要 該当なし

授業の概要・目的

スポーツフェスタは大阪ECO動物海洋専門学校が毎年1回開催する体育大会のことであり、学生が主体となって実行されている。学生は競技種目の選定、ルール作り、各種備品
の調達等を行うとともに、実行委員会を設置し大会の企画や運営を行う。

授業の到達目標

スポーツフェスタの企画に参加することで、協調性、団結力、マネジメント力を高める。
事前のトレーニングを通じて体力を養う。簡単な救急救命法や人体の構造等について説明できるようになる。

授業計画

スポーツフェスタとは？
意義や目的を学ぶ

企画会議①
過去どんな競技をしてどんな準備が必要でどんな効果があったかを学ぶ

企画会議②
各グループにわかれ、スポーツフェスタの企画書を作成し、プレゼンをする

企画会議③
競技種目や内容を決定し役割分担、スケジュールを作成する

企画会議④
競技のルール確認、安全な運営をするために具体的に作業していく

実施準備①
クラスで着る衣装・応援旗などの作成

実施準備②
競技で使用する掲示板・道具などを作成する

実施準備③
当日のパンフレット作成

安全運営対策①
怪我・事故防止のため、校内でのストレッチ・体力増強運動を実行

安全運営対策②
AED、救急救命法をインストラクターから学ぶ

安全運営対策③
事前に救急病院など調べて緊急対応にそなえる

安全運営対策④
人と動物との体のしくみ等を比較して学び、動物学校の特色を出して学ぶ

前日準備
運営がスムーズに進むよう準備をする

実施日
スポーツフェスタの運営をする

総括
反省会をして次回につながるように記録を残す

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率50%、レポート課題50%）。

成績評価 合格の場合、成績評価はSとする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

授業科目名 エコロジー概論 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 次世代のための環境教育
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Environmental Study for Next Generation
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
生家が獣医師のため幼少より動物の飼育、管理に携わる。20歳の時より非常勤講師として日本動物植物専門学校において動物の進化を教え
始め、特に海洋生物の発生と陸上進出に関しては詳しい。　ダイビングインストラクターとして海洋生物の生態や環境保護についても詳しい。

授業の概要・目的

人類が地球と共存していく上で、他の動植物を無視することは出来ない。地球創世時～人が文明を持つまでの流れを理解し、動物の進化を知ることは現存する生物たちの生
態、行動を理解する上で、とても重要である。生命の無い場所からの生物誕生～現在までの理解を深める。社会人としての基礎教養、現代社会でゲストと関わる上で最低限の
基礎知識の理解。

授業の到達目標

地球の生い立ち、生物の発生、生物の進化、ヒトと地球の関係、環境破壊と保全を理解することができる。

授業計画

概論　講義の内容と進め方

宇宙Ⅰ　成り立ちと銀河系

宇宙Ⅱ　地球

生命の誕生　原核生物からカンブリア爆発

魚類　魚類の発生と淡水への適応	

昆虫類　昆虫類の上陸作戦

植物　植物の上陸と地球環境の変化

両生類　両生類の重力対策

爬虫類　恐竜

哺乳類　恐竜と獣弓類

哺乳類と鳥類　互いの覇権争い

ヒト　類人猿からヒトまでの進化	

進化学　進化とその歴史

前期まとめ

学習内容の総括

準備学習・時間外学習 授業中に適宜に課題を与える。授業中に取ったメモなどを元にノートを作成する。

教科書・テキスト 次世代のための環境教育

参考書 なし

評価方法・基準 ペーパーテストと出席点によって評価。出席点は予め20点を与え、1回欠席ごとに-5点とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1・2 講義・演習

3・4 講義・演習

5・6 講義・演習

7・8 講義・演習

9・10 講義・演習

11・12 講義・演習

13・14 講義・演習

15・16 講義・演習

17・18 講義・演習

19・20 講義・演習

21・22 講義・演習

23・24 講義・演習

25・26 講義・演習

27・28 講義・演習

29・30 講義・演習

授業科目名 グルーミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 グルーミング演習
開講年度 2

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Practice of Basic Grooming 
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
トリマー専門学校にて２年間学び、卒業後トリマーとして２０年間勤務。

現在も講師とサロンで在職中。

授業の概要・目的

基本的な犬のグルーミングを身につける

授業の到達目標

1人で1頭のグルーミングが出来るようになる

授業計画

道具の使い方、１日の流れ、掃除の仕方、グルーミング概論、モデ
ルグルーミング

２～３人で１頭のグルーミング実習、流れを覚える

基本的な作業を確認する

爪切り、耳掃除、ブラッシングを徹底する

肛門腺しぼりのコツをマスターする

シャンプー、ドライングの徹底する

バリカンをマスターする

１つひとつの作業を確実に行う

１つひとつの作業を確実に行う

苦手な作業を徹底する

苦手な作業を徹底する

作業のスピードアップ

作業のスピードアップ

作業のスピードアップ

前期の総括

準備学習・時間外学習 授業内で適宜課題を与える

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 出席率、ノート、授業態度、技術など

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 しつけ教室実務Ⅰ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Dog School BusinessⅠ
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
水族館にて飼育およびショートトレーナーとして勤務し、イルカショーのMCやトレーニング業務を担当。
その後、ドッグトレーナーとして犬のトレーニング指導や飼い主へのカウンセリング、イベント企画・運営に従事。
現在はしつけ教室の企画・運営および専門学校にて実践型授業を担当している。

授業の概要・目的

本授業では、犬の行動やトレーニングの基礎を学びながら、実際のしつけ教室の企画・運営をグループワーク形式で行う。
学生自身が主体となり、企画立案から準備・実施・振り返りまでを経験することで、ドッグトレーナーとして必要な実践力を身につける。
また、企業プロジェクトにも取り組み、現場で求められる課題解決力・発信力・チームで動く力を養う。

授業の到達目標

・しつけ教室の企画〜運営までの一連の流れを理解し、実行できる
・グループ内で役割を担い、主体的に行動できる
・人に伝える力（説明力・プレゼンテーション力）を身につける
・現場における判断力・対応力を身につける

授業計画

自己紹介／授業概要説明/5/16，5/17のイベントについて
（事前）なし
（事後）授業内容を振り返り、自身の役割と目標を明確にする

最終調整／シフト作成
（事前）役割最終確認
（事後）不安点整理

グループごとに制作開始（クイズ・掲示物・解答用紙等）
（事前）担当内容に関する情報収集
（事後）進捗整理・課題抽出

リハーサル
（事前）動きの確認
（事後）修正点整理

ブラッシュアップ及び作業継続
（事前）課題の確認
（事後）課題の修正

リハーサル
（事前）動きの確認
（事後）修正点整理

当日の流れ確認、リハーサル
（事前）動き・準備等の確認
（事後）修正点整理

リハーサル
（事前）動きの確認
（事後）修正点整理

イベントの振り返り、企画の基礎、
（事前）イベントの反省点を考える
（事後）アイデア出し

しつけ教室本番
（事前）最終確認
（事後）振り返り記録

チラシ・広報設計、予算・運営設計について
（事前）費用項目を調べる
（事後）簡易予算作成orラフ案作成

企業プロジェクト説明
（事前）企業について調査
（事後）課題整理

しつけ教室内容をチームに分かれて作成、プレゼン発表する
（事前）教室事例を調べる
（事後）プログラム案作成

企業プロジェクト制作
（事前）企画案検討
（事後）改善・修正

資料作成（企画書・ppt）
（事前）発表資料の構成を考える
（事後）資料ブラッシュアップ

企業プロジェクト制作
（事前）企画案検討
（事後）改善・修正

資料作成（企画書・ppt）
（事前）発表資料の構成を考える
（事後）資料ブラッシュアップ

企業プロジェクト制作
（事前）企画案検討
（事後）改善・修正

資料作成（企画書・ppt）
（事前）発表資料の構成を考える
（事後）資料ブラッシュアップ

企業プロジェクト制作
（事前）企画案検討
（事後）改善・修正

プレゼン発表
（事前）発表練習
（事後）フィードバック整理

企業プロジェクト制作
（事前）企画案検討
（事後）改善・修正

企画選定／役割分担
（事前）役割の理解
（事後）自身の役割目標設定

リハーサル
（事前）発表準備
（事後）ブラッシュアップ

準備・制作期間
（事前）担当内容の確認
（事後）進捗整理・課題抽出

リハーサル
（事前）発表準備
（事後）ブラッシュアップ

準備・制作期間
（事前）担当内容の確認
（事後）進捗整理・課題抽出

発表
（事前）最終調整
（事後）振り返り

前期振り返り
最終まとめ
（事前）自己評価
（事後）今後の課題設定

準備学習・時間外学習 授業内容に応じて、企画作成・資料作成・グループ作業等の時間外学習を行う。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 出席状況、課題提出、グループワークへの参加姿勢、プレゼン発表内容、企業プロジェクトの成果などを総合的に評価する。

成績評価 評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義・演習

7 講義 22 講義・演習

8 講義 23 講義・演習

9 講義 24 講義・演習

10 講義 25 講義・演習

11 講義 26 講義・演習

12 講義 27 講義・演習

13 講義 28 講義・演習

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 トレーニング理論
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Theory of Training
授業形態 4

内容 内容

講師名

実務経験概要
犬と人の学校ＮＯＬＥ、トリミングGRNを運営（現在兵庫県川西市と神戸市の2店舗と、神戸市にトリミングサロン1店舗）
主に犬の問題行動の改善を行い、各種条件付け、トリックなどの指導、飼育指導、犬のごはんを手作り食へ切り替える為の指導など、幅広く指導
を行っている。

授業の概要・目的

正の強化、負の強化、正の弱化、負の強化、古典的条件付け、オペラント条件付け、拮抗条件付けなど、応用行動分析学についての知識を習得し、理論を用いてトレーニングが
できる人材の育成、犬の問題行動を気合と根性で行うのではなく、理論で問題の解決ができる人材の育成を行う。
訓練施設での即戦力となる為の基礎理論を理解し、実践できる人材の育成を行う。

授業の到達目標

軽度の問題行動（吠え・クレートに入らない）などのトレーニングをする事ができる為の理論を理解し、実践する事ができる。

授業計画

目的の大切さ、目標の設定方法について理解し、これから自分たち
がプロになる為に必要な事を考え、理解する

社会化の方法と重要性を理解する

進むべき方向性について考える事ができ、トレーニングの違いや業
界についての知識を学び、自分の進むべき方向性を明確化する事
ができる

しつけ教室の1日の流れについて理解する

トレーナーとしての心得を理解する
報酬について②報酬とは何か、報酬の効果的なあげ方を選択し、説
明する事ができる

報酬について①報酬とは何か、報酬の効果的なあげ方を理解し、ハ
ズバンダリートレーニングについて理解する

応用行動分析学：今までのまとめ１

応用行動分析学：古典的条件付けについて理解する 応用行動分析学：今までのまとめ２

応用行動分析学：オペラント条件付けについて理解する 実習：犬とのコミュニケーション方法1 挨拶の方法

応用行動分析学：三行随伴性について理解する 実習：犬とのコミュニケーション方法2　さわり方

応用行動分析学：拮抗条件付け、脱感作について理解する 実習：犬とのコミュニケーション方法3　遊び方①

犬の言葉、ボディランゲージ、カーミングシグナルについて理解する 実習：犬とのコミュニケーション方法4　遊び方②

問題行動の種類について理解する 実習：犬のボディランゲージを理解する1　表現の種類

栄養学：フードについての基本的な知識を理解する 実習：犬のボディランゲージを理解する2　喜怒哀楽を学ぶ

栄養学：フードの選び方とアドバイス方法について理解する 実習：犬のボディランゲージを理解する3　指示のタイミング①

問題行動の種類について理解する 実習：犬のボディランゲージを理解する4　指示のタイミング②

テスト・幼犬と成犬へのトレーニングアプローチの違いについて理解
する

前期後期の確認とテスト

前期学習についての総括を行う 一年の総復習

準備学習・時間外学習 犬の行動学、授業内容の復習必須

教科書・テキスト 無し

参考書 応用行動学入門

評価方法・基準 出席率３割、テスト７割

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 警察犬トレーニング　Ⅰ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Police　Dog　Training　Ⅰ
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
警察犬訓練所で５年実務経験を積んだのち家庭犬訓練士、警察犬訓練士の資格を取得。
独立開業し警察犬訓練所を１７年運営し現在も警察犬訓練士として活動中

授業の概要・目的

犬は体のサイズのバラエティーがとても豊富で大型犬と小型犬では必要なスキルが大きく違う。トレーナーに限らず、トリマーや、動物看護士など犬の仕事に就く際に大型犬に触
れる機会は多い。体重が２～３キロ程度の小型犬では容易にコントロールできることが体重が４０キロ～５０キロの大型犬では難易度が跳ね上がる。そのため将来犬の仕事に就
く為には大型犬に慣れていることが求められる。また警察犬の訓練は犬の本能を利用しているため他の仕事に従事している犬や一般家庭犬にも通じるトレーニング理論が存在
する。本開講科目では警察犬訓練所に在籍している主に訓練済みの大型犬を使用し、そのコントロールを習得する。講義では警察犬の特殊な能力はどのような本能や習性、心
理から得ることが出来るのか理解する。具体的な訓練方法を理解する。

授業の到達目標

警察犬訓練所に在籍している訓練済みの大型犬を使用しコントロールを取れるようになる。犬の本能、心理、習性について記述できるようになる。具体的な訓練方法を説明でき
るようになる。

授業計画

警察犬種について理解する/訓練道具の使用方法を理解する
しつけと訓練の関係を理解する/リードの有無でのコントロールの違
いを理解する

訓練の３大原則について理解する/リードを正しく持てるようになる
トイレトレーニングを説明できるようになる/クランクコースを脚側行進
でできるようになる

本能と心理について理解する/停座させれるようになる
ボディコントロールを説明できるようになる/声符での停座ができるよ
うになる

犬の性格タイプについて理解する/伏臥させられるようになる
ハウストレーニングについて説明できるようになる/声符の停座で待
たすことができるようになる

歯の働きについて理解する/立止させられるようにする
吠え声のコントロールを説明できるようになる/リード無しで脚側行進
ができるようになる

骨格、犬体各部の名称を理解する/脚側行進で歩く
リーダーウォークを説明できるようになる/指示された行動を犬に取ら
すことができるようになる

犬の繁殖について理解する/停座で待たす事が出来る
停座の教え方を説明できるようになる/誘惑にかからずに犬をコント
ロールできるようになる

犬の成長について理解する/伏臥で待たす事が出来る 伏臥の教え方を説明できるようになる/褒めと叱りの関係を理解する

血統書について理解する/立止で待たせることが出来る 立止の教え方を説明できるようになる/正しく褒めれるようになる

略語について理解する/招呼が出来るようになる。
脚側停座、行進の教え方を説明できるようになる/正しく叱れるように
なる

近親繁殖について理解する/モチベーションの効果的な使い方が出
来る

物品持来の教え方を説明できるようになる/高い表現力を求めれるよ
うになる

ワクチンと社会化の関係を理解する/アイコンタクトが取れるように
なる

障害飛越の教え方を説明できるようになる/緊張感のあるなか犬を
扱えるようになる

優性遺伝と劣性遺伝について理解する/訓練中の感情表現につい
て理解する

警察犬訓練の流れを理解する/人と犬の調和について理解する

前期内容のまとめ 後期内容のまとめ

前期内容振り返り 後期内容振り返り

準備学習・時間外学習 授業内で質問を予告、次の授業で答えさせる

教科書・テキスト 無し

参考書 無し

評価方法・基準 筆記試験３３％実技試験３３％出席率３３％で評価する。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 補助犬トレーニングⅠ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Assistance Dog Training Ⅰ
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
介助犬をそだてる会１年半勤務。日本介助犬トレーニングセンター５年勤務。京都アシスタントドッグ育成協会に勤務、

現在に至る。　　JKC公認訓練士である 。2019年人と犬のトータルサポートを目指し「with わん」設立

授業の概要・目的

身体障害者補助犬をとりまく環境、介助犬がどのような役割をになっているのか基本的な知識を習得する。トレーニングにおいては「犬」という生き物を理解していくうえで基本と
なる人間の理解とは異なること、犬の物事も理解の仕方、関係の持ち方を経験する。

授業の到達目標

犬にモノというモチベーターというもの、罰を用いずに犬との関係を持つことを目指すことで犬のトレーニングの積み上げ方の難しさを経験し、「ほめ」のタイミングを習得する

授業計画

授業について 後期担当犬決め

介助犬デモンストレーション 課題きめ　介助動作　フードも使用可能

道具の使い方について 訓練計画をたてる

犬をさわってみよう　前週学習した内容の実技 訓練計画にもとづき訓練　　フードの選び方

担当犬決め　自分が第一印象で決めてみる 訓練計画にもとづき訓練　　フードの使い方

自分たちで犬をだしてみよう
ハウスの出し入れ、カラーサイズ合わせ

訓練計画にもとづき訓練　　犬の行動から犬の認知について①

課題きめ
前期残り６コマで何が教えられるか考えてみる、計画

訓練計画にもとづき訓練　　犬の行動から犬の認知について②

犬をふりむかせてみよう　犬の興味の取り方
フードは使わず

訓練計画にもとづき訓練　　誘導トレーニングについて　意識して

ほめてみよう　　フードを使わずに犬に喜びを伝えてみ
る

訓練計画にもとづき訓練　　誘導トレーニングについて　無意識に

コマンドを与えてみよう　犬の興味を引きコマンドをさせ
てみる。ほめる

訓練計画にもとづき訓練　　介助犬として到達点の理解

計画を振り返り、再考 訓練計画にもとづき訓練　　計画再考し訓練の取捨選択

課題トレーニング① 訓練計画にもとづき訓練　訓練

課題トレーニング② 訓練計画にもとづき訓練　後期復習

前期まとめ 後期まとめ

振り返り 年間振り返り

準備学習・時間外学習 事前に訓練課題を明らかにしてくる　事後は訓練の見直し　　用意する訓練シートに必ず記入する

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 出席率４５％通常点１０％実技テスト４５％

成績評価
評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 陽性強化
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Practice　of Dog Training
授業形態 3

内容 内容

講師名

実務経験概要 ３８年石田イヌネコ病院にて動物看護士・家庭犬インストラクターを行う

授業の概要・目的

Human Animal Bondの概念に基づき、動物福祉を考慮した科学的で効果のある家庭犬のしつけ方を伝える

授業の到達目標

社会人として大切なあいさつ、人前で話すことを含め、家庭犬のしつけ方を身に着ける

授業計画

陽性強化とは。自己紹介　強化子
トレーニングタイプ　指示語（手にフードなし）・おすわり・ふせ・ヒー
ル・ＯＫ

犬とは何か？実技グループ分け ４つのＤ　　１６の続き

ボディーランゲージ・ハンドマグネット・ハンドターゲット YESのほめ言葉・罰という言葉

犬のストレス　カーミングシグナル・名前・おいで シェーピング・クリッカー（人）

犬との生活・おすわり・OK シェーピング・クリッカー（犬）

散歩を楽しく・一緒に歩く 遠隔トレーニング

ハンドシグナル・指示語・ふせ・ＯＫ JAHAマナーチャレンジ

イスを使用したアジリティー 優良家庭犬テスト

ヒールポジション 優良家庭犬テスト

ケージトレーニング（留守番トレーニング） フリースタイル

トイレトレーニング・ごほうびの強化 パピークラス

マットトレーニング・ごほうびの強化 フリースタイルｏｒトリック

前期まとめ① 後期まとめ①

前期まとめ② 後期まとめ②

前期振り返り 後期振り返り・復習

準備学習・時間外学習 授業内で適宜与える

教科書・テキスト テリー先生のしつけ方教室

参考書 なし

評価方法・基準 実技試験

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 プレゼンテーション 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 エコ教養Ⅰ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Human Study Ⅰ
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要 該当なし

授業の概要・目的

将来や学校生活においての目標を明確にし、目指す職業に就くための人間力を養い、社会で通用する社会人基礎力を身に着ける。学校生活をスムーズに送るための人間関係
構築、スケジュール管理、業界への理解を深めるため、イベントの準備から運営、グループワークを通してのディスカッションやコミュニケーション能力の向上、制作の創意工夫や
自ら考える力をつける。業界で最低限必要な犬の知識を学ぶ。

授業の到達目標

学生自ら、（時間・スケジュール管理、健康管理、計画性など）あらゆる面において自己管理ができるようになる。クラスでの活動やイベントの取り組みを通して、人間関係を学び、
精神的な成長を育んだり協調性を知り、社会で対応できるようになる。

授業計画

【説明と作業】学校のルール、スケジュール説明、自己紹介、キャリ
アサポートアンケート

後期スケジュール確認、前期成績について

導入教育　３つの習慣　夢を叶えるために優先順位をつけられるよ
うになる

学園祭について①　話し合い、決めごと

イベント準備　グループで協力しての作業を通して協調性を発揮す
る

コミュニケーション技法　　コンセンサスゲーム、グループワーク

イベント準備　イベント運営のノウハウや接客について理解する 学園祭について②　話し合い、決めごと、制作物

海外研修ガイダンス① コミュニケーション技法②　コンセンサスゲーム、グループワーク

夢パネル　自分の将来の夢について明確にする 特別講義　災害救助犬

スポーツフェスタについて① コミュニケーションスキルアップ検定

校外実習　野外活動を通して、協調性や思いやりを学ぶ 特別講義　補助犬

（説明）試験・補習・単位取得についてのガイダンス　犬種クイズ② ２年生選択クラスガイダンス

特別講義グレイグ・マレー氏 Ｗｅ　ａｒｅ　ＥＣＯ①　概要説明

スポーツフェスタについて②　話し合い、決めごと Ｗｅ　ａｒｅ　ＥＣＯ②　話し合い、決めごと

ホスピタリティーについて①　夢の叶えるための人とのかかわり方に
ついて考える　犬種クイズ③

Ｗｅ　ａｒｅ　ＥＣＯ③　準備・練習、今年１年を振り返って

ホスピタリティーについて②　プロとして必要なサービスとの違いに
ついて知る　犬種クイズ④

Ｗｅ　ａｒｅ　ＥＣＯ④　準備・練習

前期まとめ 後期まとめ

前期振り返り 後期振り返り

準備学習・時間外学習 授業中適宜レポート・課題を与える

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 出席率９０％、提出物・イベント出席含む授業態度１０％

成績評価 評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 プレゼンテーション 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 コミュニケーションスキル
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Communication  Skills
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
航空会社客室乗務員(在籍7年)・新入社員CA面接担当／オフィス・プロミネンス代表・新入社員研修・再就職支援指導・大学セミナー・各種専門
学校講師・公立高等学校就職指導・私立中学校女性学担当　									

授業の概要・目的

コミュニケーションスキルアップ検定合格に照準をおき、プレ社会人として恥ずかしくない態度・考え方・行動ができるようにします。
まず、コミュニケーションの大切さを認識し、　　①　自分の存在を認めてもらう　　　②　相手とのコミュニケーションの第一歩をスムーズにできるようにしていきます。また,サービス
マインドを通して、相手(顧客)の立場を考えたサービスを学習し、社会に出て職業人になることを視野に入れステップアップし職業人として、表現力が問われる「伝える仕事」をこ
なせるように、自己表現スキルも学びます。　就職に向けて社会人になるにあたっての意識の向上を図ります。　社会が求める人材を認識し、基本姿勢を体感を通しての学びと
し、効果的なコミュニケーションの方法を体系的に理解します。

授業の到達目標

サービスマインドを通して、相手(顧客)の立場を考えたサービスを学習します。また、社会に出て職業人になることを視野に入れステップアップします。職業人として、表現力が問
われる「伝える仕事」をこなせるように、自己表現スキルも学びます。就職に向けて社会人になるにあたっての意識の向上を図ります。　また、社会が求める人材を認識し、基本
姿勢を体感を通しての学びとします。

授業計画

オリエンテーション・3章　社会的ルールの適用について。また、自己
表現　ワークを通してクラス全員と交流する。自分らしさを表現し相
手に伝える

5章　サービスマインドとは？　を学ぶ
3章　自己表現　人間関係を円滑にする表現技術＝伝達の大切さを
改めて学ぶ

２章　基本的対話　グループの大切さ・課題の仕方を学ぶ
３章　自己表現　人間関係を円滑にする表現技術＝上手な頼み方・
上手な断り方を学ぶ

１章コミュニケーションの定義2章基本的対話スキルとは何かを学ぶ ３章　自己表現＝自己主張の大切さを学ぶ

４章社会的スキル　社会的スキルとは？言葉遣い（敬語の使い方）
実際の言葉遣いにふれ、正しい言葉遣いを学ぶ

３章自己表現＝仕事の上で必要とされる表現技術・プレゼンテーショ
ンの基本を学ぶ

４章社会的スキル　言葉遣いテスト／間違いやすい表現／クッショ
ン言葉・コミュニケーションを円滑にするための手法を学ぶ

３章自己表現＝「交渉」「説得」→アプローチの方法・アンガーマネジ
メント  を学ぶ

４章社会的スキル　（前回の続きスピーチ）言葉で伝える＝伝達の
大切さを学ぶ

問題に親しみ、コミュニケーションスキルアップ検定合格への繋ぎに
する

４章社会的スキル　言語的表現の中でのいろいろなCASE＝伝達＝
電話応対の基本・応対の基本を学ぶ

プレ社会人としてのマナーを考える＝ビジネスの場でのことば遣い①

４章社会的スキル　文書作成　　基本的なフォーム・メール・ファック
スの効用・文書を学ぶ　～その１

プレ社会人としてのマナーを考える＝ビジネスの場でのことば遣い②

４章社会的スキル　ITリテラシー～実際のインターネット使用上の注
意点をシートで学ぶ

プレ社会人としてマナーを身につける　Case　study　場面別ことば遣
いと対応①

５章サービスマインド　CSについて＝CASE問題を解きながら実際の
コミュニケーションを学ぶ

プレ社会人としてマナーを身につける　Case　study　場面別ことば遣
いと対応②

５章サービスマインド　サービスの基本について学ぶ プレ社会人としてマナーを身につける＝常識・非常識＝心構え

3章　自己表現　授業開始時の振り返り,ワークを通してクラス全員と
交流する。自分らしさを表現し相手に伝える事を学ぶ　～　その1

プレ社会人としてマナーを身につける　慶弔①

3章　自己表現　授業開始時の振り返り学び、ワークを通してクラス
全員と交流する。自分らしさを表現し相手に伝える事を学ぶ　~その
２

プレ社会人としてマナーを身につける　慶弔②

まとめ　対策・解説を行う＝前期学習の学びを確認する
まとめ　対策・解説　後期学習内容の総括を行う＝1年間の学びを確
認をする

前期学習内容の総括を行い後期に繋げる 年間学習内容の総括を行い、2年生次の学びに繋げる

準備学習・時間外学習 授業の中でのワークシート・課題の完成により、各自学習のまとめをする

教科書・テキスト コミュニケーションスキルアップ検定(滋慶教育科学研究所)　・Life Style(株式会社慈慶教育事業部出版)

参考書 入社1年目ビジネスマナーの教科書

評価方法・基準 評価の割合・(筆記試験)90％＋(平常点・課題点)10％＝(最高評価点）100　

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16

2 講義・演習 17

3 講義・演習 18

4 講義・演習 19

5 講義・演習 20

6 講義・演習 21

7 講義・演習 22

8 講義・演習 23

9 講義・演習 24

10 講義・演習 25

11 講義・演習 26

12 講義・演習 27

13 講義・演習 28

14 講義・演習 29

15 講義・演習 30

授業科目名 看護・繁殖 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 衛生管理
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Hygiene management
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
カルディア動物行動クリニック　開業獣医師

行動分野診療、問題行動、飼育指導、家庭犬トレーニング等を専門とし、臨床現場にて飼い主のサポートに従事

授業の概要・目的

個々の動物の命と健康に障害を及ぼす各種要因についての動物衛生と、社会一般への疾病の予防を目的とする公衆衛生について学び、さまざまな疾病予防、健康維持および
増進に役立てる総合的な科目である.主に人畜共通感染症について学ぶ。

授業の到達目標

微生物とは何か、感染症のしくみについての知識を習得し、公衆衛生の基本的な考え方を理解して、人と犬との正しい衛生管理と指導ができるようになる。

授業計画

衛生管理・公衆衛生の重要性とは何か
将来の仕事との関わりについて

微生物とは何か
身近な微生物を感じる

微生物の特徴

感染症について（病原体・感染経路・宿主）

感染症について（感染と防疫）

微生物の殺菌と消毒について

人畜共通感染症①狂犬病とは

狂犬病予防法と狂犬病ワクチンの接種時期について

人畜共通感染症②パスツレラ症と猫ひっかき病

人畜共通感染症③皮膚糸状菌症

人畜共通感染症④内部寄生虫

人畜共通感染症⑤外部寄生虫

まとめ①

まとめ②

前期学習内容の総括を行う

準備学習・時間外学習 授業にて習う分野の予習復習を行う。授業中に適宜指導する。

教科書・テキスト 適宜配布する

参考書 認定動物看護師教育コアカリキュラム準拠　（エドュワードプレス）・動物看護コアテキスト（ファームプレス）

評価方法・基準 評価は授業態度および筆記試験にて行い、最高評価点数を100とする。

成績評価
評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

授業科目名 進級研究 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 キャリア・セミナー
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Seminar for Career
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要 該当せず

授業の概要・目的

自らが社会においてどのような役割を得、職業観を持った人材になるのかを養うための場となる。
実際に、講義や現場からの声や行動を見聞きし、咀嚼することによって企業を見る目を養いセンスやスキルを深める。
本講義では、 ビジネスパーソンになるための基本的知識を学ぶとともに、職業人生に移行するための思考のあり方を身に着ける。
また学生は、講義や研修・説明会等、貴重な現場の声を受け止め、対話を試みることによってコミュニケーションを始めビジネススキルを高める。

授業の到達目標

主体的に企業研究を行い、企業の特徴を説明できるようになる。主体的に自己分析を行い、自らの職業的進路について説明できるようになる。
企業研究や自己分析の成果を的確な文章で表現できるようになる。社会人となる心得や一般教養を学び社会人としての常識を身につける。
チームコミュニケーションを通して、クラスの集団行動(活動)を通して、企業(施設)におけるチームで働くことができるようになる。
卒業時を目標に時期・時間ごとの計画をたて、実行し達成する力をつけ、自立した社会人として生きる力を身に付ける。

授業計画

講義内容の説明。就職する意義・目的の確認。就活の流れ

社会人基礎力とは

自己分析：過去の棚卸と自己ＰＲの明確化

業界（企業）研究：企業のコンセプトと求められる人材像

敬語、ビジネスマナー

インターンシップについて①：全体の流れ（研修前～終了後）の理解

インターンシップについて②：研修中の注意とアドバイス

インターンシップ報告と学びの共有

OBOGセミナーについて：来校企業の解説と企業への質問事項（研
究）

求人票の見方、雇用条件や社会保険などについて

グループワーク（コンセンサスを学ぶ）

面接試験について

顧客満足について

仕事をしていく上で意識すること

前期学習内容の総括

準備学習・時間外学習 授業中や、事後学習として適宜課題を与える

教科書・テキスト サクセスノートなど

参考書 特になし

評価方法・基準 評価の割合は、出席率70%　授業内質疑への参加とレポート提出等30%で最高評価点数を100とする

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 犬学 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 コンパニオンドッグ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Companion Dog
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要 大阪第一警察犬訓練学校で警察犬の訓練方法を学び、後独立開業、主に家庭犬訓練を行う、２０１６年に「犬の幼稚園　ワンツウクラブ」を設立。

授業の概要・目的

本講義については犬については約２万年前から人との密接な関係を続けてきた。その犬の性質を深く知る必要がある、講義では犬の問題行動の種類、犬の扱い方、繁殖の方法
と犬の育て方、犬の関係で起きるトラブルの解決方法、犬の行動心理を詳しく知識を深め、犬の関係のトラブルの問題、法律解決方法、また犬種２００種を学び、その個別の特性
や特徴、成り立ちなどを知識を深める。講義の中では犬の観察力を高めるために鉛筆画デッサンの講義も行う(デッサンの時間は約１５分ほどとする。今期よりアシスタントとして
古谷も参加する。犬の遺伝学も学ぶ。

授業の到達目標

犬と言う動物をしっかりと知り理解する、犬種は２００以上の暗記。犬の基本的な扱い方をしっかりとマスターする。デッサンについては最低一枚は犬のデッサンを完成させる。遺
伝の基礎をマスターする。

授業計画

講義の概要と講義の到達目標などの理解を深める。 犬の長命と人と犬との比較などを詳しく理解を深める。

犬が行う仕事の種類、犬と人との歴史について深く知る。 犬種第６（大きな声と優れた嗅覚の猟犬）について深く知る。

血統書の詳しい味方その役割、その問題点についても深く学ぶ。
デッサンの方法と観察する意味の理解を深める。

新たに犬を飼う人へのアドバイスを詳しく学ぶ。

問題駆動の種類を深く知る　種類が多いため二回に分けて詳しく理
解を深める。

犬種第７（獲物を探し出しその位置を正確に示す）について深く知る。

犬種第一G（家畜の群れを誘導・保護する犬）について深くしる。問
題行動の種類を深く知る。

飼い主と非飼い主の違いはどこにあるのか、違いを理解し知識を深
める。

犬のトラブルについて法律的な知識を深める、多方面に渡るために
二回に分けて講義を行う。

犬種ド第８（鳥類猟犬）について深く知る。

犬種第２G（番犬、警護、作業犬）について深く知る。犬のトラブルに
ついて法律的な知識を深める。

ペットロスは大きな問題の一つである。飼い主の心に寄り添えるため
にはどうしたらよいのかそれらをしっかりと共有し理解を深める。

犬の繁殖について　①繁殖の方法論について詳しく知識を深める。 犬種第９（家庭犬、愛玩犬）について深く知る。

犬種第３G（穴の中に住む小動物を狩る猟犬）について深く知る。犬
の繁殖について②母犬の管理について詳しく知識を深める。

犬のトレーニングの原理原則を学びトレーニングの本質にも理解す
る。

犬の繁殖について　③子犬の育て方と訓育の方法論について詳しく
知識を深める。

犬種第１０G（優れた視覚と獲物を追跡する犬）について深く知る。

犬種第４G（地面に穴に住む動物を狩る猟犬）について深く知る。犬
と近い狼について詳しく知識を深める。

犬の行動心理を三回に分けて行う。
①行動の基本的な役割、条件付けの基本などの知識を深める。

犬の体調管理と健康管理についてその方法論を詳しく知り理解を深
める。

犬の行動心理を学ぶ。
②弁別と生得成について詳しく学ぶ。

犬種第５G（日本犬を含む原始的な犬）について深く知る。
犬の行動心理を学ぶ。
③学習の基本的な考え方を詳しく学ぶ。

犬種第１G～第５Gなでの統括を行う。 犬種第６G～第１０

前期学習内容の統括を行う。 後期学習の統括を行う。

準備学習・時間外学習 とくになし

教科書・テキスト とくになし

参考書 犬・猫問題行動　ハンドブック

評価方法・基準 講義後レポートを提出、評価は講義内レポートと期末テストはレポートを提出。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義・演習

4 講義 19 講義

5 講義・演習 20 講義

6 講義・演習 21 講義

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 飼育飼養管理 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 犬の飼育管理
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Breeding Management of Dog
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
高度な問題行動の解決を得意としており、犬の幼稚園での勤務や立ち上げ実績あり。
訪問しつけやオンラインレッスン、しつけ教室を通して、飼い主様への犬のしつけ指導、及び犬の行動改善を行う。

授業の概要・目的

犬の飼育管理の基礎を学び、適切な飼育方法を施し、飼い主様に提案できること
また、犬の行動や表情の変化を汲み取れる、もしくはその意識があり、多頭管理の心得がある人材を目指します。

授業の到達目標

犬の飼育に必要な手入れ方法を習得し、1人で1頭15分程度で手入れすることができる
個体の特徴を理解し、行動の助長や制御を学ぶことで、多頭数の管理ができる

授業計画

授業説明・他己紹介 犬の特性への理解と関わり方

道具・授業準備・衛生管理の説明 カーミングシグナルとボディランゲージ①

道具・授業準備・衛生管理の説明 カーミングシグナルとボディランゲージ②

犬に接するための心構え・保定方法 広い空間での多頭数管理の心得

健康チェックの手順確認と実践 リスクと責任への意識

ブラシの説明・実践 怪我やトラブルへの対応方法

爪きりの説明・実践 犬同士の相性の見極め方

嫌がる犬の対応方法① 多頭数管理の実践

嫌がる犬の対応方法② 多頭数管理の実践

お手入れに必要な犬の表情の読み方① 多頭数管理の実践

お手入れに必要な犬の表情の読み方② 犬への理解力と寄り添い方法

犬の気持ちを汲み取る 犬と人が生きていくために

お手入れの一連の流れの実施確認① 多頭管理①

お手入れの一連の流れの実施確認② 多頭管理②

お手入れへの理解度チェック 犬への理解力と寄り添い方法

準備学習・時間外学習 犬種学習

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 筆記テスト70%＋出席率及び授業態度30%

成績評価 評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 進級研究 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 進級研究
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Promotion Study
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要 該当なし

授業の概要・目的

1年間かけて修得した技術や知識の集大成として進級研究に取り組み進級制作展で発表する。

授業の到達目標

1年間の学習成果をパワーポイントやポスターなどを用いて説明できるようになる。

授業計画

進級研究とは①
進級研究の意義や目的・ゴールを学ぶ

進級研究とは②
過去の先輩たちの事例紹介

進級研究の進め方
テーマの決定、発表までの流れやスケジューリングの確認

発表内容の制作と練習①

発表内容の制作と練習①

発表内容の制作と練習①

発表内容の制作と練習①

発表内容の制作と練習①

卒業進級制作展リハーサル・準備

卒業進級制作展リハーサル

卒業進級制作展参加

卒業進級制作展参加

卒業進級制作展参加

卒業進級制作展参加

振り返り

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率50%、レポート課題50%）。

成績評価 合格の場合、成績評価はSとする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 1 講義・演習

2 講義・演習 2 講義・演習

3 講義・演習 3 講義・演習

4 講義・演習 4 講義・演習

5 講義・演習 5 講義・演習

6 講義・演習 6 講義・演習

7 講義・演習 7 講義・演習

8 講義・演習 8 講義・演習

9 講義・演習 9 講義・演習

10 講義・演習 10 講義・演習

11 講義・演習 11 講義・演習

12 講義・演習 12 講義・演習

13 講義・演習 13 講義・演習

14 講義・演習 14 講義・演習

15 講義・演習 15 講義・演習

授業科目名 IT 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 コンピュータ演習Ⅱ
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Practice oｆ Computer
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要
HPの作成編集・医院にて患者データの管理、学会発表資料の作成
小中学校のPC研修・大学でのITリテラシー授業・Office系ソフト、画像処理、HPの授業等を担当

授業の概要・目的

コンピュータやネットプリンタなどの操作方法を学び、タッチタイピングが出来るように練習する
WordやExcelの様々な機能を使って効率的に、ビジネス文書を作成し、聞き手に伝わるプレゼンの技術を身に付ける

授業の到達目標

各OSのコンピュータやプリンタなどの基礎知識を習得する。
著作権や個人情報について理解し、利用規約に従い安全に使用できるようになる
WordやExcelなどのソフトの操作方法を習得し、目的に応じたビジネス文書が効率的に作成できるようになる。
聞き手に伝わるようなプレゼン資料の作成、プレゼンの仕方を習得する。

授業計画

リテラシー理解度テストを受験する
E第1章：Excelの基本操作。Excelの基本操作から数式の作成を理解する

PP第1章。第2章：プレゼンテーションとは何か、様々なプレゼンテー
ションでの重要ポイント、作成の流れ等基礎知識を習得する

E第２章：関数のルールを理解する
関数の範囲の修正や相対参照、絶対参照について理解する

PP第3章：スライドの作成方法を知り、スライドを追加したり箇条書き
を入力できるようになる

E第3章：表の編集。シートの操作や、セルのデータの書式設定が自
在にできるようになる

PP第4章：画像や図形を挿入し、編集できるようになる

E第4章：グラフの作成。グラフを作成し、編集したりデータの更新を
し、複合グラフが作成できるようになる。

PP第5章：表やグラフ、SmartArtを挿入しインパクトのあるスライドが
作成できるようになる

E第5章：印刷。任意の範囲の印刷ややページの区切りが自在にで
き、グラフの印刷できるようになる。ヘッダーフッターの挿入ができる
ようになる。

PP第6章：アニメーションを設定し、動きのあるスライドを作成する

E第6章：ワークシートの操作。複数のシートをグループにし、集計が
できるようになる。ウィンドウ枠が固定でき、解除ができる。

PP第7章：プレゼンテーション発表に役立つ機能を習得する

E第7章：いろいろな関数。TODAY関数からVLOOKUP関数までを理
解し、計算ができるようになる。

PP第8章：複数のメンバーでスライド作成する便利な機能を理解する

E第7章：いろいろな関数。IF関数からCOUNTIF、SUMIF関数まで理
解し、計算ができるようになる。関数のネストを理解し、計算ができ
るようになる

PP第9章：Excelの表やグラフを利用する方法、グラフへのアニメー
ションの追加、SmartArtの効率の良い作成方法を習得する

E第8章：データベース機能：Excelのデータベースについて理解す
る。、フィルタや並べ替えができるようになる。

PP第10章：プレゼンテーションの発表に役立つ機能を理解する
テーマに沿ったスライドを作成する①

E第９章：Excelの便利な機能。テーブルに変換しテーブルの機能を
使用できる。表示形式が使いこなせるようになる。

テーマに沿ったスライドを作成する②

E:第10章：Excelの活用。図形やSmartArt、コメントなど自在に挿入し
たり活用できるようになる

スライドを使用し、プレゼンをする。感想を入力する①

E　練習問題に取り組む。 スライドを使用し、プレゼンをする。感想を入力する②

E　練習問題に取り組む。 スライドを使用し、プレゼンをする。感想を入力する③

習得した機能を使って指示に従い文書を作成し、レイアウトを整え
る、Teamsにアップロード。

PPを使って課題に沿ったポスターを作成する

Excel授業の振り返り 1年の授業の振り返り

準備学習・時間外学習 なし

教科書・テキスト Office365&2021 Word Excel PowerPoint

参考書 なし

評価方法・基準 授業の評価は課題試験、出席点、授業内作成物や章末復習問題の提出などを含む平常点で評価する。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 トリミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 ペットエステ演習
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Dog Estetican　Merchandise
授業形態 90 (6)

内容 内容

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

ＰＥＩＡ（ペットエステティック国際協会）の指定するテキストに則り、ペットエステ概論・技法を学ぶ。
将来、トリミングサロンで働く際に、トリミングの基礎のみではなく、＋αとしてペットの癒しを提案ができる人材を育成することを目的とする。

授業の到達目標

昨今、トリミング業界で注目されている「ペットエステ」の手技について学び、就職時に施術ができるトリマーになることを目指す。
また、ペットの癒しとは何かを理解し、ＰＥＩＡ（ペットエステティック国際協会）認定のブロンズクラス・シルバークラスの資格取得を目指す。

授業計画

ブロンズテキスト　チャプター　１～４について知る ハーブパックの効果を知る

アロマバス　手順を覚える アロマセラピー　リンパマッサージをして犬をリラックスさせる

アロマバス　リンパマッサージをして表情を読みとる シルバーテキスト　チャプター２・３

アロマバス　犬に合ったアロマを選ぶ カラーリング

ブロンズテキスト　チャプター　５～７について知る アロマセラピー　犬の表情をしっかり読み取る

タラソセラピー〈技法①〉手順を覚える ハーブパック　ハーブ湯・ハーブシャンプー等の応用

タラソセラピー〈技法②〉手順を覚える シルクの泡パック　復習

タラソセラピー〈技法①or②〉どちらかを実施 アロマバス・タラソセラピー　復習

シルクの泡パック　手順を知る アロマバス・ハーブパック　復習

シルクの泡パック　効果を知る 組み合わせを考える

シルクの泡パック　効果を知る 組み合わせを考える

ハーブパック　手順を覚える ブロンズテキストの総括・ネイル模型作り

ハーブパック　効果を知る モデル犬を見て必要なエステを考える

ブロンズテキストの総括・シルバーテキスト　チャプター１（アレル
ギー）

モデル犬を見て必要なエステを考える

アロマセラピー　手順を覚える 1年間の総まとめ

準備学習・時間外学習 各演習授業終了後、グルーミングノート提出

教科書・テキスト PEIAブロンズテキスト　PEIAシルバーテキスト

参考書 なし。

評価方法・基準 出席率50％　筆記テスト30％　ノート提出・授業態度20％で評価

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 ペットビジネス 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 ペットビジネス
開講年度 2

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 PET　BUSINESS
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要
外資ペットフードメーカーに於ける輸入計画・販売計画の立案。企画販売およびセミナー開催・講演。
独立後ペット用品流通業界でのコンサルティング・販売促進を手掛けながら、自ら輸入ペットフードの販売や総合ペットショップを運営。

授業の概要・目的

経営の基本、マーケティングの基本、マネジメントの基本、物流と商流の基本、ディスプレイの基本を学習。
メーカー訪問・・・メーカーマーケティング/商品開発のレクチャー
卸企業訪問　・・・問屋マーケティング/物流業としての在庫から出荷までの流れのレクチャー。
模擬店出店　・・・学生自らがテーマ（コンセプト）を決めて、商品選定/POP/ポスター作製、陳列、接客販売を体験する。
独立開業の有無を問わず、業界人としてのスキルを身に着けることによって、社会人としての活躍の基礎となす。

授業の到達目標

〇可能な限りの即戦力性の育成
〇自立性の育成

授業計画

ペット業界の現状を知ることにより理解を深める

経営の基本①経営とは何か。会社とは何か。株主・役員・社員の役
割

物流、商流とは何か。物流の在り方と重要性/問題点

メーカーマーケティング（メーカー訪問）

卸業マーケティング（卸企業訪問）

マーケティングの基本①価格ストラクチャーと粗利計算、商品知識

マーケティングの基本②ペットショップマーケティング

マーケティングの基本③ビジネスプラン/戦術（tactic）と戦略
（strategy）

ディスプレイの基本①ディスプレイとは何か。そのセオリーと役割

ディスプレイの基本②ディスプレイの応用（校外でのショップ見学）

愛犬愛猫の基礎栄養学（フード編）

ペットフードの安全基準と落とし穴①

ペットフードの安全基準と落とし穴②

前期授業のまとめ

振り返り

準備学習・時間外学習

教科書・テキスト

参考書

評価方法・基準

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 トリミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 トリミング演習ⅡA
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Practice　of GroomingⅡA
授業形態 180 (12)

内容 内容

講師名

実務経験概要
専門学校卒業後、トリマーとして４年間勤務。
平成１７年、「わんこの美容室DOGTAIL」を開業。現在に至る。

授業の概要・目的

学生一人一人のコミュニケーション能力を高め、だれに対しても信頼関係の構築、相互理解が深まるようサポートする。
犬への愛情を持ち、どのようなヵっとが似合うのかのイメージ力とトリミングの楽しさを身につける。
その犬にあった保定の仕方など工夫できるようにする。

授業の到達目標

ECOグルーミング検定への合格。就職時に色々な人とのコミュニケーション習得。
学生に合ったトリミング技術を習得する。

授業計画

学生一人一人の技術レベルの確認。
１年の振り返り、見直し。

A級検定に向けてさらに時間を意識。
１２０分の間に自分のイメージ通りカットが出来るか考える

ベーシック強化。カットの楽しさ・思いっきり
カットさせる。目標時間設定。

ベーシック９０分、カット120分の時間の意識を向上

ベーシックをさらに強化。カットの楽しさ・
ハサミの安定を目指す。ハサミ練習強化。

スタンダードを頭に入れカットラインの向上
１２０分目指す。

理論を踏まえて新しい犬種の理解
A級検定に向けてカットの時間の把握。
90分以内に終われるよう質の向上を目指す。

ベーシックの作業時間の把握。苦手な作業の克服
のためワンちゃんの色々な保定の仕方確認。

A級検定に向けてカットの時間の把握。
１２０分以内に終われるよう質の向上を目指す。

モデルグルーミング（トイプードル） A級検定に向けて最終調節。時間配分を決定する。

モデルグルーミング振り返り、
自分の課題を見つける

A級検定

ベーシック（１００分）を目指す。
仕上がりの意識カットの時間を作る

A級検定の振り返り、見直し苦手な部分の把握

スタンダードを基にカットのイメージ。
思い切りカットを目指す。

トリマーとしての楽しさ、何事にも向上心を高める
学校で学ぶべきことをできるようにする。

荒刈りの時間を決め仕上がり時間の把握。
イメージ力の向上。いいところ悪いところを工夫してカット
トリマーとしての楽しさを大切にする。

カットのイメージを身につけて
思いっきりカットする

就職に向けてのアドバイスや技術だけじゃなく
コミュニケーションを取れるトリマーを目指す

カットラインの意識。各自仕上げまでを目指す。
就職に向けての技術の見直し、
どのようなトリマーになるか意識させる

ベーシック９０分を目指す。
カット１２０分を確保。

就職に向けての技術の見直し、
どのようなトリマーになるか意識させる

前期を振り返りベーシックの大切さを頭に入れ
A級検定に向けての向上心と楽しさを身に付ける

２年間の振り返り、理想のトリミングが出来るようにする。

総括・授業内評価。 総括・授業内評価

準備学習・時間外学習 授業中に書き留めたメモを基に自分で確認、復習し

教科書・テキスト JESCグルーミングテキスト

参考書 JKC全犬種標準書

評価方法・基準 授業内評価（出席率・技術・授業態度・提出物・準備や掃除などで評価）

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 トリミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 トリミング演習ⅡB
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Practice　of ＧroominfgnⅡB
授業形態 180 (12)

内容 内容

講師名

実務経験概要
ノースウェルチャコにて勤務

ドッグショー業界で活躍

授業の概要・目的

就職に向けてのトリミング技術向上、知識の定着を目指し、各自のトリミングを確立させる。
初心を忘れず、犬種ごと、個体ごとの性質を理解した犬の扱いの習得。

授業の到達目標

A級検定合格、接客業としてのコミュニケーションスキルの獲得、社会で通用するトリミング技術の習得

授業計画

1年の振り返り、見直し A級検定に向け、時間、仕上がりの意識

ベーシック強化、目標時間の設定 ベーシック90分、カット120分の徹底

ベーシック強化、目標時間の設定のステップアップを目指す スタンダードを意識したカットラインの強化

理論を踏まえ、新しい犬種の理解 90分以内のベーシックの質の向上を目指す

犬種ごとの扱いを理解した保定の実践 120分以内のカットの質の向上を目指す

モデルグルーミング(プードル) A級検定に向け最終調整、時間配分の決定

モデルグルーミングを踏まえた課題設定 A級検定

ベーシック100分を目指す、仕上がりを意識 A級検定の振り返り、各自課題設定

カットラインのイメージ強化 長所の伸展、苦手克服を意識したトリミングを目指す

荒刈りの時間設定、仕上げまでの時間の把握 仕上がりのイメージの確立を目指す

カットラインを意識した仕上げを身につける 多犬種のスタンダードも基づいたカットの実践

ベーシック90分を目指す、カット時間120分確保 2年間を振り返り「知行合一」を目指す

ベーシック90分を目指す、各自仕上げまでを目指す 就職に向けて技術、メンタルの強化

前期振り返り、A級検定に向けての意識の向上 各自の理想のトリミングの確立

総括、授業内評価 総括、授業内評価

準備学習・時間外学習

教科書・テキスト グルーミングテキスト

参考書

評価方法・基準

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 看護・繁殖 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 動物の看護
開講年度 2

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Animal Nursing
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要 獣医師（行動分野診療。問題行動、飼育指導、家庭犬トレーニング等）

授業の概要・目的

動物病院業務について理解し、動物業界に携わるものとして動物医療の流れにおける知識と技術を学ぶ。

授業の到達目標

動物病院業務とは何かを知り、スタッフとして働く際に必要な知識と技術を理解し、行動に移せるようにする。

授業計画

動物医療・動物看護について（犬を迎えるにあたって）

動物病院業務の流れと仕事内容①（子犬を迎えたら必要な知識）

動物病院業務の流れと仕事内容②（予防すべき外部寄生虫）

動物病院業務の流れと仕事内容③（糞便検査と尿検査）

動物病院業務の流れと仕事内容④（予防すべき内部寄生虫）

動物病院業務の流れと仕事内容⑤（避妊と去勢）

動物ケアスタッフとしての技術①保定

動物ケアスタッフとしての技術②投薬

採血・留置針設置等医療器具の使い方

入院業務

実習（保定・投薬方法・点眼方法）

良くみられる下痢・嘔吐などに対する対応

高齢動物のケアポイント

授業まとめ

総括

準備学習・時間外学習 授業にて習う分野の予習復習を行う。授業中に適宜指導する。

教科書・テキスト 随時、必要な資料を配布する

参考書 動物看護師コアテキスト/ファームプレス・緑書房・エドュワードプレス

評価方法・基準 授業態度および記述試験の結果にて、総合的に判断する

成績評価
評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 看護・繁殖 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 動物の看護
開講年度 2

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Animal Nursing
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要 獣医師（行動分野診療。問題行動、飼育指導、家庭犬トレーニング等）

授業の概要・目的

動物病院業務について理解し、動物業界に携わるものとして動物医療の流れにおける知識と技術を学ぶ。

授業の到達目標

動物病院業務とは何かを知り、スタッフとして働く際に必要な知識と技術を理解し、行動に移せるようにする。

授業計画

動物医療・動物看護について（犬を迎えるにあたって）

動物病院業務の流れと仕事内容①（子犬を迎えたら必要な知識）

動物病院業務の流れと仕事内容②（予防すべき外部寄生虫）

動物病院業務の流れと仕事内容③（糞便検査と尿検査）

動物病院業務の流れと仕事内容④（予防すべき内部寄生虫）

動物病院業務の流れと仕事内容⑤（避妊と去勢）

動物ケアスタッフとしての技術①保定

動物ケアスタッフとしての技術②投薬

採血・留置針設置等医療器具の使い方

入院業務

実習（保定・投薬方法・点眼方法）

良くみられる下痢・嘔吐などに対する対応

高齢動物のケアポイント

授業まとめ

総括

準備学習・時間外学習 授業にて習う分野の予習復習を行う。授業中に適宜指導する。

教科書・テキスト 随時、必要な資料を配布する

参考書 動物看護師コアテキスト/ファームプレス・緑書房・エドュワードプレス

評価方法・基準 授業態度および記述試験の結果にて、総合的に判断する

成績評価
評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 アニマルヘルスケア 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 ナチュラルケア
開講年度 2

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Safeguard Against Disease
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要
ナチュラルケアの啓蒙普及目的とする「CACIOコンパニオンアニマルケア国際機構」を母体とする複数の協会にて、認定講師として飼主様やペッ
ト関係従事者様に向けた講義やイベントを10年以上実施

授業の概要・目的

代替療法（ナチュラルケア・ホリスティックケア）についての理解を深め、自分に何が出来る事、また飼主さまに提案出来る事を考え、オーナーへのサービスの一環として、説明実
践出来る様な知識と技術を修得する。

授業の到達目標

代替療法であるペットマッサージやペットアロマに対して、オーナー様への適切なアドバイスやサービスを出来る様になる。　また自身のスキルの一つとして、出来る範囲でケース
に応じたナチュラルケアを活用出来る様になる。

授業計画

代替療法（ナチュラルケア・ホリスティックケア）とは

ペットマッサージ・　西洋医学と東洋医学の違い（実習犬必要）

ペットマッサージ・　東洋医学論（実習犬必要）

ペットマッサージ・　効果と注意点（実習犬必要）

ペットマッサージ・マッサージに必要な骨格、筋肉に関する知識（実
習犬必要）

ペットマッサージ・　デイリーマッサージ（実習犬必要）

ペットマッサージ・　デイリーマッサージ個別実技（実習犬必要）

ペットマッサージ・　デイリーマッサージ個別実技（実習犬必要）

ペットマッサージ・症状別ツボの活用法・肩こり（実習犬必要）

ペットマッサージ・症状別ツボの活用法・腰痛（実習犬必要）

ペットマッサージ・症状別ツボの活用法・シニア（実習犬必要）

ペットマッサージ・症状別ツボの活用法・ストレス

それぞれのマッサージまとめ

ペットアロマ：英式と仏式の違い

振り返り・ペットアロマ注意事項、取扱上の注意

準備学習・時間外学習 授業時書き留めるノートをもとに整理し、まとめ、適宜与える課題などに備える

教科書・テキスト なし

参考書 授業内で適宜紹介する

評価方法・基準 筆記試験、実技試験、出席日数率の平均値で評価する。最高１００点とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 アニマルヘルスケア 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 ナチュラルケア
開講年度 2

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Safeguard Against Disease
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要
ナチュラルケアの啓蒙普及目的とする「CACIOコンパニオンアニマルケア国際機構」を母体とする複数の協会にて、認定講師として飼主様やペッ
ト関係従事者様に向けた講義やイベントを10年以上実施

授業の概要・目的

代替療法（ナチュラルケア・ホリスティックケア）についての理解を深め、自分に何が出来る事、また飼主さまに提案出来る事を考え、オーナーへのサービスの一環として、説明実
践出来る様な知識と技術を修得する。

授業の到達目標

代替療法であるペットマッサージやペットアロマに対して、オーナー様への適切なアドバイスやサービスを出来る様になる。　また自身のスキルの一つとして、出来る範囲でケース
に応じたナチュラルケアを活用出来る様になる。

授業計画

代替療法（ナチュラルケア・ホリスティックケア）とは

ペットマッサージ・　西洋医学と東洋医学の違い（実習犬必要）

ペットマッサージ・　東洋医学論（実習犬必要）

ペットマッサージ・　効果と注意点（実習犬必要）

ペットマッサージ・マッサージに必要な骨格、筋肉に関する知識（実
習犬必要）

ペットマッサージ・　デイリーマッサージ（実習犬必要）

ペットマッサージ・　デイリーマッサージ個別実技（実習犬必要）

ペットマッサージ・　デイリーマッサージ個別実技（実習犬必要）

ペットマッサージ・症状別ツボの活用法・肩こり（実習犬必要）

ペットマッサージ・症状別ツボの活用法・腰痛（実習犬必要）

ペットマッサージ・症状別ツボの活用法・シニア（実習犬必要）

ペットマッサージ・症状別ツボの活用法・ストレス

それぞれのマッサージまとめ

ペットアロマ：英式と仏式の違い

振り返り・ペットアロマ注意事項、取扱上の注意

準備学習・時間外学習 授業時書き留めるノートをもとに整理し、まとめ、適宜与える課題などに備える

教科書・テキスト なし

参考書 授業内で適宜紹介する

評価方法・基準 筆記試験、実技試験、出席日数率の平均値で評価する。最高１００点とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 演習 16 演習

2 演習 17 講義・演習

3 演習 18 講義・演習

4 演習 19 講義・演習

5 演習 20 講義・演習

6 演習 21 講義・演習

7 演習 22 講義・演習

8 演習 23 講義・演習

9 演習 24 講義・演習

10 演習 25 講義・演習

11 演習 26 講義・演習

12 演習 27 講義・演習

13 演習 28 講義・演習

14 演習 29 講義・演習

15 演習 30 講義・演習

授業科目名 イベント研究 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 オープンキャンパス
開講年度 2

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Open　Campus
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要 なし

授業の概要・目的

毎年1回開催される学園祭を通じ、企画、運営、予算管理を体験するとともに、人と協力して作業することの大切さを学びます。

授業の到達目標

イベントにおける企画や運営について説明できるようになる。簡単な予算管理ができるようになる。イベント運営を通じて他人との協調性を高める。

授業計画

オープンキャンパスとは？
オープンキャンパスの目的意義を学ぶ

企画会議①
グループワークでそれぞれ企画を立案し、企画書を作成する

企画会議②
各グループでプレゼンし、テーマを決める

運営会議①
役割分担・スケジュールを決め、運営委員中心に実行する

運営会議②
事前の準備や予算管理方法を学ぶ

実施準備
制作物の作成①

実施準備
制作物の作成②

実施準備
接遇のトレーニング

実施準備
装飾デザインを学ぶ

実施前日準備
救急代作・避難経路の確認など安全対策を学ぶ

イベント日①
1日目　実施と反省

イベント日②
2日目　実施と反省

後片付け
アンケート集計

振り返り
アンケート結果によりイベントの振り返りと反省会

総括
次年度の申送り書作成

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率50%、レポート課題50%）。

成績評価 合格の場合、成績評価は「S」とする



2026 配当年次

演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 演習

2 演習

3 演習

4 演習

5 演習

6 演習

7 演習

8 演習

9 演習

10 演習

11 演習

12 演習

13 演習

14 演習

15 演習

授業科目名 イベント研究 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 スポーツフェスタ
開講年度 2

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Sports Festa
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要 なし

授業の概要・目的

スポーツフェスタは大阪ECO動物海洋専門学校が毎年1回開催する体育大会のことであり、学生が主体となって実行されている。学生は競技種目の選定、ルール作り、各種備品
の調達等を行うとともに、実行委員会を設置し大会の企画や運営を行う。

授業の到達目標

スポーツフェスタの企画に参加することで、協調性、団結力、マネジメント力を高める。
事前のトレーニングを通じて体力を養う。簡単な救急救命法や人体の構造等について説明できるようになる。

授業計画

スポーツフェスタとは？
意義や目的を学ぶ

企画会議①
過去どんな競技をしてどんな準備が必要でどんな効果があったかを学ぶ

企画会議②
各グループにわかれ、スポーツフェスタの企画書を作成し、プレゼンをする

企画会議③
競技種目や内容を決定し役割分担、スケジュールを作成する

企画会議④
競技のルール確認、安全な運営をするために具体的に作業していく

実施準備①
クラスで着る衣装・応援旗などの作成

実施準備②
競技で使用する掲示板・道具などを作成する

実施準備③
当日のパンフレット作成

安全運営対策①
怪我・事故防止のため、校内でのストレッチ・体力増強運動を実行

安全運営対策②
AED、救急救命法をインストラクターから学ぶ

安全運営対策③
事前に救急病院など調べて緊急対応にそなえる

安全運営対策④
人と動物との体のしくみ等を比較して学び、動物学校の特色を出して学ぶ

前日準備
運営がスムーズに進むよう準備をする

実施日
スポーツフェスタの運営をする

総括
反省会をして次回につながるように記録を残す

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率50%、レポート課題50%）。

成績評価 合格の場合、成績評価はSとする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1・2 講義・演習 31・32 講義・演習

3・4 講義・演習 33・34 講義・演習

5・6 講義・演習 35・36 講義・演習

7・8 講義・演習 37・38 講義・演習

9・10 講義・演習 39・40 講義・演習

11・12 講義・演習 41・42 講義・演習

13・14 講義・演習 43・44 講義・演習

15・16 講義・演習 45・46 講義・演習

17・18 講義・演習 47・48 講義・演習

19・20 講義・演習 49・50 講義・演習

21・22 講義・演習 51・52 講義・演習

23・24 講義・演習 53・54 講義・演習

25・26 講義・演習 55・56 講義・演習

27・28 講義・演習 57・58 講義・演習

29・30 講義・演習 59・60 講義・演習

授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 トレーニング演習Ⅱ
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名  Dog Training 　Ⅱ
授業形態 120 (8)

内容 内容

講師名

実務経験概要
介助犬をそだてる会１年半勤務。日本介助犬トレーニングセンター５年勤務。京都アシスタントドッグ育成協会に勤務、

現在に至る。　　JKC公認訓練士である 。2019年人と犬のトータルサポートを目指し「with わん」設立

授業の概要・目的

介助犬を中心に身体障害者補助犬についてのトレーニングをまなぶ。一般のトレーニングとことなり、社会において法の下で活動をする犬の社会的責任を理解し、その

責任を全うできる犬をトレーニングするスキルと知識を身に着ける。

授業の到達目標

介助犬をトレーニングするうえで、使用者の障害や環境に合わせたその人に必要な項目を見出し、その項目のトレーニング計画を自ら立てることができる

授業計画

道具などの準備物授業内容について知る 介助犬デモストレーションを見て動作ポイントを知る

年間通しての担当犬を決める 介助動作1項目を選び、計画を立てる

担当犬の性質・課題の見極める 計画を立てた通り担当犬でためす

課題に対してのトレーニング計画を立てる トレーニング計画再考

講師指導の下、トレーニング計画見直し 課題のゴールを理解する/車いすで基本トレーニング

基本トレーニング（座れ・ふせ・マテ・脚測・招呼）を知る 課題を犬の視点で考える/車いすで基本トレーニング

基本トレーニング（座れ・ふせ・マテ・脚測・招呼）が出来る
動作をおしえるための「ほめ」のポイントを理解する
車いすでの基本トレーニングを知る

トレーニング計画再考
トレーニングのステップアップの仕方について理科する
車いすでの基本トレーニングが理解できる

座れ、、、１視符１声符で行う
犬の自信のつけ方について理解する
車いすで基本トレーニングができる

伏せ、、、１視符１声符で行う 動作確認/車いすで基本トレーニング

まて、、、伏せ、座れ各々10分以上キープさせることができる 通年課題を車いすでおこなう

脚側歩行、常歩で直進できる 一般の飼い主さんへの動作引継ぎ内容考察

上記4項目復習 引継ぎリハーサル

前期まとめ 後期まとめ

前期の振り返り 一般の飼い主さんへの動作引継ぎ

準備学習・時間外学習 毎回のトレーニング計画の振り返り、計画のたてなおし、課題を明らかにして授業にのぞむ

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 出席率４０％通常点４０％実技２０％

成績評価
評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 家庭犬トレーニング
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Home Dog Trainning
授業形態 120 (8)

内容 内容

講師名

実務経験概要

Ｋ９クラブ愛媛に３年間所属し家庭犬のトレーニングを学ぶ。
ハーベストの丘に就職し小動物ふれあいコーナーとしつけ教室を兼任。

約３年間勤め退職の後、独立。
家庭犬しつけ教室Ｋ９クラブ大阪代表として１5年勤務。

授業の概要・目的

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングに基づいて家庭犬向けの服従訓練の基礎を学ぶ。
飼い主と直接やりとりを実践する中でコミュニケーションを学ぶ。
観察眼を養うことで、動物の気持ちや体調の変化にいち早く気付くスキルを身に付ける。
オーストラリア式の訓練方法で指示は英語。色でクラス分け。各クラスで規定の課題がありテストに合格したら昇格する。
卒業テストを合格で修了書を授与。不合格の場合は証書を授与する。上のクラスになるにつれ課題の難易度がアップし、課題数が増える。
白：ヒール、シット、コントロール、シットステイ　ピンク：白の課題+スタンド　黄色：ピンクの課題+ダウン、イグザミネーション、スタンドステイ、ダウンステイ
青：黄色の課題+フィニッシュ、リコール、ウィービング　赤：青の課題の精度アップ、オフリード

授業の到達目標

卒業テスト合格が目標。犬のレベルに関わらず初めて教えるにはどうするかを学ぶ。
服従訓練だけではなく一発芸を教えることで担当犬とのコミュニケーションを図り関係性を築く。
担当犬の性格や素質を考慮しながらトレーニングを進めていく技術を身に付ける。結果だけではなく経過や関わり方の重要性を学ぶ。
家庭犬というジャンルなので飼い主との接し方を実際に体験する中で飼っている犬を預かることの難しさや責任を持って取り組むことの重要性を学ぶ。

授業計画

挨拶、自己紹介、担当犬決め、犬と遊ぶ
授業・トレーニングの説明

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題
(黄色の課題・テスト、青の課題)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(白の課題)
Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題
(黄色の課題・テスト、青の課題)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(白の課題・テスト)
Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題
(黄色の課題・テスト、青の課題)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(白のテスト、ピンクの課題)
Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題
(黄色の課題・テスト、青の課題)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(白＆ピンクの課題・テスト)
Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題
(黄色の課題・テスト、青の課題)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題
(ピンクの課題・テスト、黄色の課題)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(青の課題・テスト)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(ピンク＆黄色の課題・テスト) Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(青の課題・テスト)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(黄色の課題・テスト) Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(青の課題・テスト)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(黄色の課題・テスト) Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(青の課題・テスト)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(黄色の課題、テスト) Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(青の課題・テスト)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題
(黄色の課題・テスト、青の課題)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(青の課題・テスト)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題
(黄色の課題・テスト、青の課題)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(青の課題・テスト)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題
(黄色の課題・テスト、青の課題)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(青の課題・テスト)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題
(黄色の課題・テスト、青の課題)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(青の課題・テスト)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題
(黄色の課題・テスト、青の課題)

Ｋ９クラブ大阪のトレーニングの課題(青の課題・テスト)
１年間の振り返り、総まとめ、表彰

準備学習・時間外学習 なし

教科書・テキスト なし

参考書 WHO's THE BOSS? ワンちゃん、君のボスは誰？

評価方法・基準 出席率、授業態度、トレーニング技術等授業中の様子や態度を評価、テスト結果も含めて総合評価する。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1・2 講義・演習 31・32 講義・演習

3・4 講義・演習 33・34 講義・演習

5・6 講義・演習 35・36 講義・演習

7・8 講義・演習 37・38 講義・演習

9・10 講義・演習 39・40 講義・演習

11・12 講義・演習 41・42 講義・演習

13・14 講義・演習 43・44 講義・演習

15・16 講義・演習 45・46 講義・演習

17・18 講義・演習 47・48 講義・演習

19・20 講義・演習 49・50 講義・演習

21・22 講義・演習 51・52 講義・演習

23・24 講義・演習 53・54 講義・演習

25・26 講義・演習 55・56 講義・演習

27・28 講義・演習 57・58 講義・演習

29・30 講義・演習 59・60 講義・演習

授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 補助犬トレーニングⅡ
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Assistance Dog Training Ⅱ
授業形態 120 (8)

内容 内容

講師名

実務経験概要
介助犬をそだてる会１年半勤務。日本介助犬トレーニングセンター５年勤務。京都アシスタントドッグ育成協会に勤務、

現在に至る。　　JKC公認訓練士である 。2019年人と犬のトータルサポートを目指し「with わん」設立

授業の概要・目的

身体障害者補助犬育成におけるパピートレーニングから基本トレーニングまでのプロセスとポイントを一般の飼い主様の犬をお預かりすることで知識とスキルの習得をめざす。ま
た飼い主様の対応を学生が行うことにより、使用者対応やその人に必要な情報をやり取りできるコミュニケーションスキルの習得もめざす

授業の到達目標

子犬の社会科の重要性およびフォローする内容をまとめ説明できる。基本トレーニング（座れ、待て、おいで、ふせ、ついて）を訓練し飼い主様に、しつけ教室として説明する。

授業計画

この授業の進め方、準備の方法などについて理解する。 子犬の社会科、環境馴化の進め方について知る。（屋外）

担当犬きめ、環境馴化について知る。 子犬の社会科、環境馴化の進め方について理解できる（屋外）

担当犬の基本訓練など現状把握、飼い主様より聞き取りできるよう
になる

基本トレーニングを知る（座れ、ふせ、まて）

把握した現状より必要な訓練項目を整理する。ハウストレーニング
を知る。

基本トレーニングが理解できる（座れ、ふせ、まて）

訓練項目を優先順位に並べ替え、年間計画を立てる。よびこみト
レーニング

基本トレーニングについて理解できる

訓練項目ごとに詳細に訓練計画を立てる①フードの使い方、 基本トレーニングを知る（すわれ～ふせ）

訓練項目ごとに詳細に訓練計画を立てる②、ほめ方について 基本トレーニング（座れ、ふせ、まて）が出来る

訓練項目ごとに詳細に訓練計画を立てる③ノーについて 基本トレーニング（すわれ～ふせ）が出来る

子犬の社会科について　　犬同士のコミュニケーションについて　あ
そび

基本トレーニング全項目トータルでできる

子犬の社会科について　　犬同士のコミュニケーションについて　攻
撃

各犬発表修正

子犬の社会科について　　成犬と子犬との関係 基本トレーニング総括

子犬の社会科について　　環境馴化のすすめかたについて①室内 しつけ教室準備①

子犬の社会科について　　環境馴化のすすめかたについて②室内 しつけ教室準備②

まとめ　飼い主様へ社会科項目をつたえる①前半学生振り返り しつけ教室開催

まとめ　飼い主様へ社会科項目をつたえる②後半学生振り返り 年間振り返り

準備学習・時間外学習 各日各担当犬の訓練計画を振り返りと自戒訓練計画をたてる

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 前後期とも飼い主様に伝えることによりテストとする　出席点４０％通常点ト４０％テスト２０％

成績評価
評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 問題行動
開講年度 2

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Dog Behavior
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要 大阪第一警察犬訓練学校で警察犬の訓練方法を学び、後独立開業、主に家庭犬訓練を行う、２０１６年に「犬の幼稚園　ワンツウクラブ」を設立。

授業の概要・目的

犬の問題行動はおよそ１０種類以上に及ぶ、それは複雑絡み合って飼い主さんを苦しめることも多い、トレーナーはただその問題行動を改善するだけでなく飼い主さんの心のケ
アーもしなくてはならない、何が必要で何が不必要か、そして飼い主さんに対してどのようにコミュニケーションをとっていくのか、経験談も踏まえて学生が自分の言葉でその問題
行動を改善できるように飼い主さんとのコミュニケーションの取り方も学んでいく。

授業の到達目標

犬の問題行動を改善できるトレーナーはそう多くはない、実践を馬得る必要があるからだ、しかし、だからと言ってマニュアルがないわけではない、基本的な改善マニュアルを会
得すればその先の応用も身に付くはずである。講義では基本的な改善の仕方を学び、それを学生同士共有し考え行動できるようにディスカッションも踏まえていく。

授業計画

問題行動の講義進め方。問題行動の主な種類について知識を深める。

攻撃行動について学ぶ。何故犬が人に攻撃するのか、具体的な実例を上げ
理解を深める。

分離不安について学ぶ。分離不安の原因、対処法、飼い主へのアドバイス
方法を学ぶ。

排泄の問題を学ぶ。排泄について本来自然にできるもんだが何故問題にな
るのか、間違った方法や飼い主の心理などを考え理解を深める。

破壊的行動について学ぶ。ありとあらゆるものを破壊する犬は飼育放棄に
つながる、一つだけの原因ではないことを知り、理解を深める。

摂取、肥満管理について学ぶ。太る原因はただ飼い主だけの問題ではなく、
人の心の問題が大きく影響していることを深く知る。

老齢の問題について学ぶ。動物の医療技術の進歩により高齢の犬が多く
なってきた、それにともない高齢の犬の問題が多くなってきたことを知る。

手のつけられない行動について学ぶ。飛びつきや暴れる、興奮する、その
他、飼い主にとって手に負えない行動について深く知識を深める。

吠える問題につて学ぶ。犬の問題で攻撃について一番多い問題である。犬
本来の行動であるが何故大きな問題になるかを深く学ぶ。

恐れと恐怖症について学ぶ。恐れは多種多様なものが含まれる、解決法も
かなり多く、それらを理解を深め学ぶ。

常同行動強制行動について学ぶ。特殊な問題行動である、病理的な見地か
ら深く学ぶ必要がある。

その他の問題、特殊な問題について学び知識を深める。

行動治療に用いられる薬物について学ぶ。薬の効用について詳しくしる。

行動のカウンセリング方法、飼い主とのコミュニケーションをどのように深め
るかを詳しく学んでいく。

後期学習内容の総括を行う。

準備学習・時間外学習 とくになし

教科書・テキスト とくになし

参考書 犬・猫問題行動　ハンドブック

評価方法・基準 講義後レポートを提出、評価は講義内レポートと期末テストはレポートを提出。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 プレゼンテーション 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 エコ教養Ⅱ
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Human Study Ⅱ
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要 該当せず

授業の概要・目的

目指す業界への就職の為に必要となる社会人基礎力を更に養う。イベントの企画や準備、実践を通して、コミュニケーション力、判断力、ホスピタリティなどを身に着け、自主的に
行動できる力を伸ばす。

授業の到達目標

自主性をもって何事にも取り組めるようになる。社会人としてで必要となる基本的マナーを身に着け、社会で対応できるようになる。周囲にも目を配り、気づかいや思いやりを持っ
て行動できるようになる。

授業計画

クラスオリエンテーション
１年間学ぶ授業内容や目的を理解する。
スケジュール確認・キャリアサポートアンケートを実施。

後期スケジュール確認、卒業制作について理解し計画を立てる

業界研修に参加するための準備を整える 卒業まで、卒業後の目標確認をする

スポーツフェスタ準備①
クラス内の相談に参加できるようになる

学園祭準備①
クラス内の相談に意見が言えるようになる

スポーツフェスタ準備②]
クラス内の相談に意見が言えるようになる

学園祭準備②
自ら積極的に相談事を進められるようになる

スポーツフェスタ準備③
自ら積極的に相談事を進められるようになる

社会人基礎力を学ぶ①（チームワーク力）役割を理解し貢献する

キャリアセミナー。合同企業説明会について理解し、準備する。 社会人基礎力を学ぶ②（働きかけ力）仲間の協力を得る

アニマルコーディネーター検定対策① 社会人基礎力を学ぶ③（発想力）ひらめき、柔らか頭

アニマルコーディネーター検定対策②
卒業研究発表会準備①
方向性、発表内容確認

アニマルコーディネーター検定模試
卒業研究発表会準備②
発表リハーサル

アニマルコーディネーター検定模試
卒業制作展準備①
概要・目的を知る

キャリセミナー。夏休みの研修について理解し計画を立てる。
卒業制作展準備②
準備作業

夏休み前の注意点を理解する 卒業制作展準備③

卒業研究②グループ決め、テーマ検討 卒業制作展準備④

キャリアセミナー（夏休み振り返り・合同企業説明会について） 卒業制作展準備⑤

前期振り返り 総括

準備学習・時間外学習 授業中や、事後学習として適宜課題を与える

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 出席率＋提出物・授業内評価

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 業界研修 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 業界研修（ペットビジネス）
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Business internship
授業形態 90 (6)

内容 内容

講師名

実務経験概要 なし

授業の概要・目的

卒業年度に学生が目指す業界の企業またはそれに準ずる組織・施設・個人等（以下企業という）で研修（インターンシップ）を行う。このカリキュラムは業界のプロフェッショナルに
なるという大きな目標の前に、社会人とは何かを実際の現場で学ぶことを目的としている。

授業の到達目標

①学生の業界へのイメージと現実とのギャップを軽減させる。
②実際の業界現場での研修を通じ、仕事の流れや職場でのコミュニケーションを学ぶ。
③社会の成り立ち、社会人としてのマナーやルールを実体験で学ぶ。
④自らの「キャリア」をデザインできる。

授業計画

講義：インターンシップとは、参加の意義を知る 講義：インターンシップ参加における目的・目標の設定

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

報告会 報告会

報告会 報告会

準備学習・時間外学習 企業研究、業界研修（インターンシップ）希望先の選定活動やレポート作成など

教科書・テキスト 業界研修日報、業界研修ノートなど配布資料による。

参考書 キャリアセンターの参考情報

評価方法・基準
研修先業務の完全遂行、講義参加、報告会での発表、レポート提出が単位取得の条件となる。
【成績評価】レポート内容、報告会、インターンシップ先企業の評価を総合して評価する。

成績評価 合格の場合、成績評価は「S」とする



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 卒業研究 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 卒業研究
開講年度 2

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Graduation　Study
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要 なし

授業の概要・目的

2年間かけて修得した技術や知識の集大成として、企業プロジェクトに取り組み、その成果を卒業研究発表会と卒業制作展で発表する。

授業の到達目標

企業のニーズをくみ取り、社会のしくみやビジネス感覚を習得する。アイデアを形にし、パワーポイントやポスターなどを用いて自分の考えを表現したり提案できるようになる。

授業計画

卒業研究とは
卒業研究の意義や目的・ゴールを学ぶ。過去の先輩たちの事例紹
介

卒業研究の進め方
発表までの流れやスケジューリングの確認

企業オリエンテーション

実践学習①
自分のテーマに沿って仮説と実証実験スタート

実践学習②
途中経過の報告とアドバイス

実践学習③
前回のアドバイスを受けて改良したものの発表・報告

まとめ
卒業研究の発表に向けてまとめ作業・パワーポイント等作成

卒業研究発表会・卒業進級制作展発表準備（制作・練習）

卒業研究発表会・卒業進級制作展発表準備（制作・練習）

卒業研究発表会・卒業進級制作展発表準備（制作・練習）

卒業研究発表会・卒業進級制作展参加

卒業研究発表会・卒業進級制作展参加

卒業研究発表会・卒業進級制作展参加

卒業研究発表会・卒業進級制作展参加

卒業研究発表会・卒業進級制作展ふりかえり

準備学習・時間外学習 授業中や、事後学習として適宜課題を与える

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 出席率

成績評価 合格の場合、成績評価は「S」とする



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 講義・演習

2 講義・演習 講義・演習

3 講義・演習 講義・演習

4 講義・演習 講義・演習

5 講義・演習 講義・演習

6 講義・演習 講義・演習

7 講義・演習 講義・演習

8 講義・演習 講義・演習

9 講義・演習 講義・演習

10 講義・演習 講義・演習

11 講義・演習 講義・演習

12 講義・演習 講義・演習

13 講義・演習 講義・演習

14 講義・演習 講義・演習

15 講義・演習 講義・演習

授業科目名 猫学 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 コンパニオンキャット
開講年度 2

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Companion Cat
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要
CFA Clark, WCF Stewards　2001年CFA登録CatteryWANPAKUを開業して以来、CFA,WCF,TICA（その他）登録Catteryを経営、現在に至る。

2025年日本人初WCF Japan Diamond Cattery受賞

授業の概要・目的

愛玩動物を扱う専門家として、主に猫に関する基礎的な猫学(品種、飼育管理方法)について学ぶ。

授業の到達目標

愛玩動物を扱う専門家として必要な猫に関する基礎知識を習得する。

授業計画

オリエンテーション、基本的な猫用語について理解する。

猫種①、猫の習性・体のつくり、行動などについて理解する。

猫種②、猫の血液型、繫殖基礎について理解する。

猫種③、猫の食生活について理解する。

猫の④、猫の特別な食事管理について理解する。

カラー遺伝①について理解する。

カラー遺伝②について理解する。

猫のブリーディング基礎について理解する。

猫種、カラー遺伝についての振り返りを行う。

猫のケアーを年代別に学ぶ①

猫のケアーを年代別に学ぶ②

猫のケアーを年代別に学ぶ③

猫のケアーを年代別に学ぶ④

猫の問題行動について考える。学習内容の振り返りを行う。

学習内容の総括を行う。

準備学習・時間外学習 授業時のメモやノートを整理する。

教科書・テキスト CFA,WCF公認猫種スタンダード

参考書 「猫の教科書」

評価方法・基準 筆記試験、出席率、（主体的対話的で深い学び）授業への参加状態にて、総合評価。最高評価点数を１００点とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。


